
自
由
党
結
党
後
の
党
組
織
化
の
動
向

安
　
在
　
邦
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は
じ
め
に

　
甘
由
民
権
運
動
に
お
げ
る
政
党
結
成
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
階

級
・
階
屑
を
捉
携
さ
せ
、
一
地
域
の
醐
争
を
全
国
的
な
そ
れ
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
可
能
に
し
た
と
い
う
遠
山
茂
樹
氏
の
指
摘
で
、
大
方
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
で
は
民
権
派
政
党
の
中
核
た
る
自
由
党
の
創
設
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か

と
い
う
点
に
な
る
と
、
研
究
老
の
評
価
は
多
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
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（
3
）

す
で
に
山
田
昭
次
氏
の
整
理
も
あ
り
、
わ
た
く
し
も
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
言
及
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と
は
か
つ
て
内
藤
正
中

氏
が
、
自
由
党
の
指
導
理
論
な
い
し
方
針
が
現
実
の
組
織
過
程
、
運
動
過
程
で
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
よ
う
に
消
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
墾
言
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
氏
の
如
上
の
指
摘
が
あ
っ
て
は
や
二
〇
年
余
の
歳
月
が
経
つ
。
こ
の

間
自
由
党
に
つ
い
て
論
じ
た
質
の
高
い
論
稿
も
相
当
数
あ
り
研
究
を
大
き
く
前
進

　
　
（
5
）

さ
せ
た
が
、
全
体
と
し
て
決
し
て
多
い
と
は
い
え
ず
、
ま
た
諾
論
稿
に
つ
い
．
て
述

　
　
　
　
　
自
由
党
納
党
後
の
党
紐
繊
化
の
動
向

ぺ
れ
ぱ
概
し
て
そ
れ
ら
は
結
成
時
か
解
党
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

過
程
を
論
じ
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
つ

ぎ
の
二
つ
の
こ
と
が
少
な
く
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
つ
は
、
関
係
史
料
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

定
期
大
会
や
臨
時
大
会
な
ど
の
史
料
が
乏
し
く
状
況
の
復
元
が
困
難
た
こ
と
、

他
は
、
六
〇
年
以
降
民
衆
史
や
民
衆
思
想
史
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た
の
に
比
し
、

運
動
に
お
げ
る
指
導
政
党
の
存
在
や
役
割
・
組
繊
へ
の
関
心
が
稀
薄
に
な
っ
た

こ
と
、
で
あ
る
。
後
者
の
間
題
は
多
分
に
研
究
者
の
杜
会
情
勢
認
識
と
か
か
わ
る

こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
と
こ
ろ
、
研
究
上
の
以
上
の
弱
点
を
克
服
す

る
努
力
が
な
さ
れ
始
め
て
来
て
い
る
。
運
動
史
研
究
に
お
い
て
は
民
衆
の
意
識
や

動
向
と
と
も
に
、
こ
れ
を
指
導
す
る
組
織
の
分
析
も
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
本
、
稿
執
筆
の
意
図
も
こ
こ
に
あ
る
が
、
問
題
意
識
お
よ
び
分
析
対
象
の

時
期
を
具
体
的
に
い
え
ぱ
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
結
党
後
の
自
由
党
は
党
組
織
化
の
た
め
に
ど
の
よ
う
た
努
力
・

活
動
を
し
た
の
か
を
見
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
自
由
党
に
と
っ
て
八
二

年
六
月
三
目
の
集
会
条
例
追
加
改
正
は
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
か
を
考
え
る
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こ
と
、
し
た
が
っ
て
第
三
に
分
析
の
対
象
と
し
て
い
る
時
期
は
党
結
成
後
か
ら
集

会
条
例
追
加
改
正
に
よ
り
届
出
・
認
可
を
受
け
る
ま
で
の
八
一
年
一
〇
月
～
八
二

年
六
月
ま
で
で
あ
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

結
党
後
の
党
中
央

　
一
八
八
一
年
（
卵
治
一
四
）
一
〇
月
二
九
目
、
わ
が
国
最
初
の
政
党
自
由
党
が

創
設
さ
れ
た
。
結
党
過
程
お
よ
び
総
理
以
下
本
部
役
員
選
出
経
緯
な
ど
に
お
い
て

多
々
間
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
箏
実
で
あ
る
。
し
か
し
地
域
に
根
ざ
し
た
種
々
の
結

杜
の
結
合
・
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
L
て
そ
れ
を
背
最
に
と
も
か
く
も
主
体
的

に
政
党
が
緒
成
さ
れ
た
こ
と
の
歴
史
的
意
義
は
、
過
少
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
重
要
た
こ
と
は
党
内
に
ど
の
よ
う
た
矛
盾
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
拡
大
し
て
行
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
で
は
た
く
、
結
党
後
の
自
由
党
が
い

か
に
組
織
化
に
意
を
払
い
、
運
動
を
指
導
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
に

い
か
な
る
間
魎
が
生
じ
矛
盾
が
顕
在
化
し
た
の
か
、
を
見
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
「
自
由
党
盟
約
」
「
自
由
党
規
則
」
を
制
定
し
役
員
人
事
の
決
定
を
終
え

た
と
は
い
え
創
設
さ
れ
た
自
由
党
は
未
だ
何
の
組
織
も
機
関
も
、
ま
た
機
関
紙
も

持
た
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
中
央
本
部
の
組
繊

強
化
を
図
り
つ
つ
地
方
組
織
を
強
固
に
す
る
こ
と
、
諾
状
況
と
本
部
の
活
動
を
正

し
く
伝
達
し
、
か
つ
党
員
獲
得
・
党
勢
拡
大
に
努
め
る
た
め
機
関
紙
を
発
行
す
る

こ
と
、
が
当
面
の
課
廼
で
あ
っ
た
。
で
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
八

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
結
党
後
の
自
由
党
本
部
の
主
要
な
動
向
を
少
し

く
見
て
間
題
を
摘
出
、
整
理
L
て
み
よ
う
。
年
表
に
L
て
L
め
す
と
つ
ぎ
の
通
り

　
（
8
）

で
あ
る
。
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「
本
部
轍
」
第
四
戟
発
行

（
月
日
不
詳
一
七
日
～
二
二
目
の
間
に
本
部
の
屋

号
を
寧
静
館
と
称
し
近
板
掲
示
）

内
藤
狐
一
新
聞
株
金
募
集
の
た
め
福
島
へ
出
立

束
京
裁
判
所
林
包
明
ら
幹
箏
五
名
に
対
し
集
会
条

例
違
反
に
よ
り
罰
金
二
円
の
判
決

板
垣
退
助
総
理
就
任
承
諾

「
本
部
報
」
第
五
報
発
行

本
部
役
員
会
開
会
、
自
由
新
聞
発
行
に
関
し
杜
長



一
八
八
二
年

二
・

一九八一
三

二
八

三
・
一
〇

五　四四
・五・・四四

一八○’六五

　　　六六　六　　五
七　　　…　　　六六・

八〇九七五三　二二一〇

に
板
垣
退
助
、
幹
箏
に
馬
場
辰
猪
を
選
出

林
包
醐
中
国
地
方
遊
説
出
発

　
「
本
部
報
」
第
六
靴
発
行

　
「
本
部
報
」
第
七
靴
発
行

（
月
日
不
詳
　
一
月
一
九
日
～
二
月
一
一
目
の
間
に

中
島
僑
行
の
立
憲
政
党
総
理
就
任
－
兼
任
ー
を
承

諾
）
「
自
巾
新
間
」
発
刊
の
た
め
株
券
発
行
、
株

金
は
三
井
銀
行
に
預
け
る
こ
と
を
決
定

関
束
自
由
党
迎
合
会
を
本
部
内
で
開
会
、
一
県
よ

り
三
名
ず
つ
、
関
東
各
地
へ
巡
回
委
員
を
派
遣
す

る
こ
と
を
決
議

板
垣
逃
助
、
竹
内
綱
　
東
海
・
近
畿
地
方
遊
説
出
発

　
「
本
部
報
」
第
八
報
発
行

　
「
本
部
報
」
第
九
報
発
行

板
垣
岐
阜
で
遭
難

板
垣
遭
難
に
つ
き
臨
時
報
発
行

板
垣
遭
難
に
つ
き
臨
時
報
発
行

　
「
本
部
報
」
第
一
〇
報
発
行

　
『
束
京
目
日
新
聞
』
五
月
五
日
杜
説
「
名
突
の

弁
」
が
板
垣
を
説
傷
し
た
と
詰
貨
し
た
こ
と
に
対

し
禰
地
源
一
郎
よ
り
謝
罪
状
届
け
ら
れ
る

　
「
木
部
靴
」
第
一
一
報
発
行

　
『
自
山
新
聞
』
発
免
免
許

板
垣
退
助
帰
京

　
「
本
部
報
」
第
一
二
鞭
発
行

臨
時
大
会
閉
催
（
於
浅
草
井
生
村
楼
）

幹
瑛
総
代
大
石
正
巳
　
京
楯
讐
察
薯
よ
り
喚
間

　
「
本
部
報
」
第
一
三
報
発
行

　
『
自
由
新
聞
』
第
一
号
発
行

幹
箏
林
包
明
、
京
橋
警
察
署
よ
り
召
喚
。

臨
時
会

　
「
政
党
」
の
屈
出

自
山
党
の
組
繊
認
可
さ
れ
る

自
由
党
結
党
後
の
党
紐
繊
化
の
動
向

　
結
党
か
ら
、
集
会
条
例
追
加
改
正
に
よ
る
届
出
・
認
可
ま
で
の
党
の
動
向
を
概

棚
す
れ
ぱ
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
通
観
し
て
こ
の
時
期
の
間
魎
を
整
理
し
て
み
る

と
「
本
部
報
」
の
発
行
を
除
け
ぱ
、
o
政
府
の
弾
圧
　
o
板
垣
の
総
理
就
任
と
遭

難
　
嘗
副
総
理
中
島
信
行
の
立
憲
政
党
総
理
就
任
　
㈲
地
方
党
員
の
獲
得
と
組
織

化
、
㈲
機
関
紙
『
自
由
新
聞
』
の
発
刊
、
の
五
つ
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
う
ち
板
垣
の
遭
難
や
中
島
の
立
憲
政
党
総
理
就
任
は
結
党
時
に
は
予
期

し
な
い
で
き
ご
と
で
い
わ
ぱ
受
身
の
対
応
で
あ
り
、
四
㈲
が
前
述
の
よ
う
に
稜
極

的
に
取
組
ま
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
主
要
課
魎
の
突
践
で
あ
っ
た
。

　
o
～
斡
に
つ
い
て
こ
こ
で
棚
単
に
記
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
の
政
府
の
弾
圧
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
－
」
れ
は
集
会
条
例
連
反
に
よ
る
処

断
で
同
条
例
追
加
改
正
以
前
と
以
後
の
二
回
あ
る
。
表
で
も
記
し
た
よ
う
に
八
一

年
二
旦
二
〇
日
の
判
決
に
対
し
て
、
党
は
こ
れ
に
服
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
束
京
裁
判
所
ノ
宣
告
ハ
幹
荻
二
於
テ
不
服
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
然
ル
ニ
上
告
ス
レ

　
　
ハ
数
十
目
、
目
数
ヲ
消
費
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
落
着
二
至
ラ
ス
竺
々
タ
ル
事

　
　
ニ
テ
貴
重
ナ
ル
自
由
党
ノ
班
業
ヲ
ナ
ス
「
能
ハ
サ
ル
ハ
如
何
ニ
モ
残
念
ナ
γ

　
　
ハ
弐
円
ノ
罰
金
ハ
早
速
上
納
セ
シ
モ
検
求
ヨ
リ
ハ
共
裁
判
ヲ
不
当
ト
シ
テ
上

　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
告
ツ
タ
リ

　
結
党
直
後
の
自
由
党
に
と
っ
て
、
幹
事
五
名
が
裁
半
間
題
で
活
動
を
制
限
さ
れ

る
こ
と
は
、
党
活
動
不
能
に
も
連
な
る
重
大
事
で
あ
っ
た
。
た
と
え
罰
金
を
支
払

っ
て
も
そ
れ
を
避
け
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
、
掲
載
史
料
か
ら
判
明
す
る
。
こ
の

判
決
と
自
由
党
の
対
応
に
対
し
検
求
側
が
控
訴
し
て
い
る
が
、
結
局
二
一
月
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
九



目
同
じ
判
決
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
第
二
回
目
の
集
会
条
例
遮
反
間
題
の
対
応
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
つ
ぎ
に
第
二
の
板
垣
総
理
就
任
と
岐
阜
で
の
遭
難
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
白
由

党
史
』
に
よ
る
と
、
「
十
一
月
九
目
、
乃
ち
（
板
垣
－
註
安
在
）
京
に
入
り
、
党
員

を
会
し
て
日
く
…
…
宜
し
く
別
に
其
人
（
総
理
－
註
安
在
）
を
撰
択
す
ぺ
し
と
。
党

員
相
議
し
て
猶
ほ
就
任
を
佃
講
す
る
に
及
ん
で
、
板
垣
終
に
諾
す
。
翌
十
目
…

＾
u
）

…
」
と
あ
り
、
八
二
年
（
明
治
一
四
）
二
月
九
日
板
垣
の
総
理
就
任
が
正
式
に

決
定
し
た
よ
う
に
受
げ
取
れ
る
。
し
か
し
、
二
百
三
〇
目
発
行
の
「
本
部
報
」

第
四
報
に
は
、
「
総
理
任
職
ノ
箏
二
就
テ
ハ
彼
ノ
裁
判
一
件
ノ
落
着
ヲ
待
ツ
ト
ノ

「
ナ
リ
シ
カ
昨
日
愈
落
着
セ
ラ
ル
ヲ
以
板
垣
君
其
就
ヲ
諾
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
「
本
部
報
」
の
記
述
に
従
い
、
板
垣
の
総
理
正
式
就
任
ぱ
二
一
月

二
九
目
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
板
垣
に
関
す
る
後
老
の
間
題
は
、
何
か
と
話

題
と
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ソ
グ
で
あ
り
、
セ
ソ
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
た
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ

え
に
『
自
由
党
史
』
も
多
く
の
頁
を
割
い
て
い
る
。
本
間
題
に
つ
い
て
は
紙
数
の

関
係
も
あ
り
、
ま
た
別
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
触
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
つ
ぎ
の
史
料
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

つ
の
仮
説
を
し
め
す
に
留
め
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
自
由
党
の
団
結
と
立
憲
改

進
党
を
含
む
民
権
派
全
体
の
共
闘
の
可
能
性
を
、
こ
の
板
垣
遭
難
問
魎
は
付
与
し

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
。
兇
変
以
来
自
由
党
ノ
勢
力
反
テ
盛
犬
二
赴
ク
有
様
ナ
レ
ハ
尚
此
好
機
会
二
乗

　
　
シ
テ
汎
ク
一
般
ノ
団
結
ヲ
計
ラ
ソ
ト
テ
当
時
秘
密
ノ
印
刷
二
付
シ
置
タ
ル
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
文
ヲ
一
時
モ
速
二
地
方
部
二
密
配
シ
テ
更
二
一
段
人
心
振
起
セ
シ
メ
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇

　
。
犬
隈
等
結
合
ハ
吾
結
合
二
合
ス
ル
様
子
ナ
キ
ヤ
ト
尋
シ
ニ
未
タ
其
様
子
ナ
シ

　
　
併
シ
今
回
板
垣
ノ
帰
京
ヲ
待
テ
板
垣
ヲ
招
テ
親
睦
会
ヲ
開
キ
タ
シ
杯
云
ヒ
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
ル
由
二
付
彼
レ
等
ヨ
リ
合
併
ヲ
望
ム
ト
キ
ハ
決
シ
テ
亦
タ
拒
マ
サ
ル
ナ
リ
ト

　
い
ず
れ
に
し
て
も
「
板
垣
死
す
と
も
…
・
・
」
の
言
動
に
把
わ
れ
な
い
他
の
視
角

か
ら
の
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
第
三
の
中
島
信
行
の
立
憲
政
党
総
理
就
任
（
兼

任
）
間
題
は
、
大
阪
地
方
民
権
派
の
強
い
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
八
一
年
（
明

治
一
四
）
二
一
月
九
日
発
行
の
「
本
部
報
」
第
二
報
に
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
二
一
月
初
旬
、
本
問
魎
は
具
体
的
に
提
起
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
党
で
は
政
治
状
況
を
考
慮
し
、
「
今
目
彼
レ
ニ
仮
シ
テ
兼
任
ノ
「
ヲ
諾
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

ル
ニ
至
ル
ハ
却
テ
策
ノ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
非
サ
ル
乎
」
と
の
認
識
に
立
ち
、
党
員

へ
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
「
中
島
信
行
氏
近
畿
自
由
党
総
理
兼
任
ノ
儀
ハ
各
地
方
部
二

其
可
否
ヲ
間
合
セ
有
之
候
処
兼
任
ヲ
可
ト
ス
ル
老
既
二
七
拾
名
ニ
シ
テ
之
ヲ
否
ト

ス
ル
者
一
名
ナ
ル
」
結
果
を
得
た
の
で
、
「
即
我
党
ハ
立
憲
党
へ
向
同
氏
ノ
兼
任

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ヲ
承
諾
ス
ル
ト
ノ
回
答
」
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
立
憲
政
党
お
よ
び
同
党
と
自

由
党
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
中
島
の
立
憲
政
党
総
理
就
任
間
題
の
考
察
は
重
要

で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
第
四
の
地
方
組
繊
化
の
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
自
由

党
規
則
」
第
一
章
に
「
東
京
に
中
央
本
部
を
設
げ
地
方
に
地
方
部
を
置
く
。
其
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛇
）

方
部
は
各
自
地
方
の
名
称
に
よ
り
自
由
党
何
部
何
某
と
称
す
べ
し
」
と
記
さ
れ
、

地
方
部
の
設
置
が
ま
ず
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
第
九
章
、
第
一
〇
章

で
、
「
地
方
部
は
中
央
本
部
に
対
す
る
部
理
一
名
を
置
く
。
其
他
の
役
員
は
潭
て

地
方
の
便
宜
に
任
す
」
、
「
地
方
部
に
於
て
は
毎
年
六
月
十
二
月
両
度
其
地
方
党
衆



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

の
名
簿
を
調
査
し
其
加
除
増
減
を
明
に
し
て
中
央
本
部
に
送
達
す
ぺ
し
」
と
、
地

方
と
し
て
の
独
自
性
と
地
方
部
と
し
て
の
従
属
性
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

政
党
に
と
っ
て
地
方
組
織
を
創
り
こ
れ
を
強
化
す
る
こ
と
は
最
大
の
任
務
で
あ
る
。

ま
し
て
結
党
ま
も
な
い
自
由
党
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
八
一

年
（
明
治
一
四
）
二
一
月
三
日
発
行
の
「
本
部
報
」
第
一
報
に
「
各
地
へ
巡
回
員

モ
可
成
早
ク
派
出
可
為
致
様
尽
力
中
二
付
諸
君
モ
宜
ク
本
年
中
二
地
方
部
確
立
ア

ラ
ン
■
ヲ
希
望
ス
」
と
記
し
た
こ
と
に
も
そ
の
こ
と
は
窺
わ
れ
る
。
「
本
部
報
」

は
、
そ
の
後
も
地
方
部
設
置
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
強
く
要
請
し
て
い
る
。

　
○
地
方
部
設
置
ノ
義
ハ
書
信
往
復
上
二
於
テ
切
要
ナ
ル
義
二
付
未
タ
御
設
置
無

　
　
之
向
ハ
急
々
要
二
御
尽
カ
ア
ラ
ン
■
ヲ
望
ム
（
第
三
報
M
・
1
2
・
1
6
）

　
○
各
地
二
於
テ
地
方
部
早
ク
設
立
無
之
候
テ
ハ
実
際
上
甚
不
都
合
ノ
箏
有
之
候

　
　
間
可
成
取
急
キ
地
方
部
御
設
立
其
場
所
及
部
理
御
撰
定
御
報
道
ア
レ
（
第
六

　
　
報
1
5
・
1
・
1
9
）

　
○
地
方
部
ノ
設
立
無
キ
ニ
於
テ
ハ
通
信
上
甚
タ
不
都
合
ノ
次
第
有
之
候
二
付

　
　
未
ダ
設
立
無
キ
ノ
地
方
ハ
規
約
ヲ
履
ミ
早
々
御
設
置
有
之
度
候
班
（
第
十
報

　
　
1
5
・
5
・
8
）

　
で
ば
、
突
際
地
方
部
の
設
置
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
『
朝
野
新
閲
』
八

二
年
六
月
二
二
日
掲
載
の
末
広
重
恭
「
自
由
党
の
臨
時
大
会
議
」
に
よ
る
と
、

「
地
方
部
ヲ
置
ク
そ
ノ
三
十
余
ケ
所
」
と
見
え
る
が
「
本
部
報
」
よ
り
地
方
部
設
置

　
に
関
す
る
記
載
部
分
を
抜
葦
す
る
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
○
第
一
二
抑
榊
（
M
1
4
・
1
2
．
2
2
）

　
今
目
迄
地
方
部
設
置
ノ
箇
所
ハ
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
自
由
党
結
党
後
の
党
紐
繊
化
の
動
向

愛
知
県
名
古
屋
概
町
　
　
　
　
　
兵
庫
県
姫
路

　
　
　
部
理
　
渋
谷
良
平
　
　
　
　
部
理
　
筒
井
弁
治

　
　
　
　
　
　
吉
田
道
雄
　
　
　
　
新
潟
県
高
田

　
　
　
　
　
　
小
垣
忠
治
　
　
　
　
　
　
　
室
孝
次
郎

　
　
　
　
　
　
岡
田
利
勝
　
　
　
　
　
　
寺
崎
　
至

　
　
　
　
　
　
加
藤
米
三
郎
　
　
　
　
　
犬
井
茂
作

　
　
　
　
　
　
小
出
忠
幸
　
　
　
　
　
　
小
山
宋
四
郎

　
　
　
　
　
　
山
ノ
内
徳
三
郎
　
　
　
　
　
本
山
健
次

　
　
　
　
　
　
久
野
幸
太
郎

　
　
　
　
　
　
富
永
常
十
郎

○
第
六
報
（
M
1
5
．
1
．
1
9
）

　
去
ル
九
目
大
石
正
巳
、
柏
田
盛
文
ハ
神
奈
川
県
下
南
多
摩
郡
原
町
田
及
大
塚

　
村
へ
出
張
地
方
部
モ
設
立
シ
テ
帰
京
セ
リ

○
第
七
報
（
M
1
5
・
2
・
1
1
）

　
自
由
党
各
地
ノ
景
況
日
々
二
宜
シ
続
々
地
方
部
ノ
組
成
確
立
ス
ル
ア
リ
、

　
自
由
党
員
加
藤
平
四
郎
、
藤
公
治
ノ
両
氏
本
月
四
日
神
奈
川
県
三
浦
郡
三
崎
、

　
長
井
、
横
須
賀
等
ノ
有
志
者
ノ
招
聰
二
応
シ
演
説
親
睦
会
二
臨
席
シ
タ
ル
ニ

　
何
レ
モ
有
志
老
多
ク
集
会
シ
時
班
ヲ
談
ス
ル
頗
ル
盛
ナ
リ
シ
就
中
其
席
ニ
テ

　
自
由
党
二
加
盟
セ
ソ
「
ヲ
乞
フ
者
ア
ル
ヨ
リ
不
日
此
近
傍
ノ
有
志
者
相
計
リ

　
自
由
党
ノ
地
方
部
ヲ
組
成
ス
ル
「
二
決
シ
タ
リ
ト

○
第
八
報
（
M
1
5
．
3
．
1
C
）

　
静
岡
近
傍
　
同
地
撹
眠
杜
長
士
居
光
華
氏
ノ
尽
カ
ニ
ヨ
リ
岳
南
部
ヲ
設
立
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
九
一



　
　
専
ラ
党
員
ヲ
募
集
中
ノ
由
已
二
三
百
名
余
二
及
ヒ
目
々
加
盟
者
絶
ヘ
サ
ル
趣

　
　
人
名
ハ
掲
ケ
テ
其
新
聞
広
告
欄
内
ニ
ア
リ
。
徳
島
、
同
地
ハ
咋
年
前
田
兵
次

　
　
氏
帰
国
以
来
非
常
ノ
尺
カ
ア
リ
テ
已
二
阿
国
部
ヲ
設
立
シ
党
員
二
百
余
名
二

　
　
及
ヒ
シ
由
共
名
簿
ハ
同
幹
燕
ヨ
リ
回
送
二
相
成
タ
リ

　
○
第
九
報
（
M
1
5
・
4
・
5
）

　
　
反
対
党
ノ
樹
立
ア
ル
ヨ
リ
我
自
由
党
へ
加
盟
ス
ル
老
目
々
二
多
ク
千
葉
県
ハ

　
　
已
二
下
総
地
方
部
ヲ
設
立
メ
党
員
名
簿
ヲ
送
ラ
レ
…
…
。

　
○
第
一
〇
報
（
M
1
5
・
5
・
8
）

　
　
第
九
報
后
地
方
部
ノ
設
置
セ
ル
箇
所
左
ノ
如
シ
三
河
束
海
自
由
党
O
安
房
浩

　
　
鳴
杜
O
石
見
遂
良
杜
、
石
陽
都
O
山
形
新
庄
部

　
「
本
部
報
」
で
見
る
限
り
、
八
二
年
（
明
治
一
五
）
五
目
初
句
ま
で
に
地
方
部

が
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
な
い
し
設
立
が
確
実
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
愛
知
県
名
古

屋
・
三
河
、
兵
庫
県
姫
路
、
新
潟
県
高
田
、
神
奈
川
県
原
町
田
・
三
浦
郡
、
静
岡

県
、
徳
島
県
、
千
葉
県
、
島
根
県
、
山
形
県
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
ら

の
実
態
に
つ
い
て
の
考
察
は
今
後
の
課
魎
で
あ
る
が
、
た
と
え
ぱ
福
島
県
福
島

　
　
　
　
（
1
8
）

部
・
会
津
部
の
よ
う
に
、
「
本
部
報
」
に
記
載
の
な
い
と
こ
ろ
で
も
活
発
な
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、
以
上
に
見
ら
れ
る
各
地
の
状
況
は
、
こ

れ
を
重
視
し
評
価
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
の
末
広
の
記
す
と
こ
ろ
も
、

あ
な
が
ち
誇
張
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
八
二
年
六
月
の
臨
時
会
開
催
は
、
こ

う
し
た
動
向
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
る
。
こ
の

間
魎
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
最
後
に
第
五
の
『
自
由
新
聞
』
発
刊
に
つ
い
て
述
ぺ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
田
中
正
造
の
「
書
簡
案
」
な
ど
を
見
る
と
、
本
紙
発
刊
お
よ
び
板
垣
の
杜
長
就

任
に
関
し
か
な
り
の
軋
櫟
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
丑
さ
れ
る
。
が
、
党
本
部
と
し
て

は
機
関
紙
発
刊
に
就
念
を
燃
や
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
「
本
部
報
」
第
一
報
に
「
新
聞
ノ
規
則
モ
大
抵
起
草
ア
ル
ヲ
以
…
－
」
の
一

文
が
見
え
る
の
も
そ
の
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
「
自
由
新
聞
発
行
主
意
」
「
自
由

　
　
　
（
2
0
）

新
聞
規
則
」
は
第
一
報
に
い
う
「
新
聞
ノ
規
則
」
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）

が
、
そ
の
草
稿
と
な
っ
た
の
が
「
自
由
新
閉
発
行
要
録
」
で
あ
ろ
う
か
。
同
要
録

に
は
、
名
称
を
『
自
由
新
聞
』
と
し
本
杜
を
束
京
に
お
く
こ
と
、
杜
長
幹
事
は
自

由
党
本
部
役
員
の
公
選
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と
、
編
集
そ
の
他
の
役
員
は
杜
長
が

任
免
す
る
こ
と
、
資
本
金
は
二
万
株
一
〇
万
円
と
す
る
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。
本
機
関
紙
の
創
刊
は
、
「
西
園
寺
氏
等
ノ
発
行
セ
ラ
レ
タ
ル
東
洋
自
由
新
聞

ノ
再
行
カ
ト
疑
フ
モ
ノ
ア
ル
由
ナ
レ
バ
全
ク
別
種
ニ
シ
テ
更
二
関
係
ナ
キ
■
ヲ
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

解
者
二
御
諭
シ
ア
リ
タ
シ
」
と
い
う
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も
ス
ム
ー
ス
に
ば
行

か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
関
係
老
の
努
力
の
末
、
六
月
一
日
に
は
発
見

の
許
可
を
得
、
周
知
の
よ
う
に
同
月
二
五
目
、
第
一
号
を
発
刊
し
た
の
で
あ
っ
た
。

杜
長
・
幹
箏
に
は
板
垣
退
助
・
馬
場
辰
猪
が
そ
れ
ぞ
れ
就
き
、
編
集
人
は
、
哲
学

担
当
田
中
耕
造
・
中
江
篤
助
、
法
律
担
当
馬
場
辰
猪
・
末
広
重
恭
、
経
済
担
当
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

口
卯
吉
・
植
木
校
盛
で
あ
っ
た
。
本
紙
に
つ
い
て
は
、
復
刻
『
自
由
新
聞
』
第
五

巻
に
詳
し
い
解
魎
が
あ
る
。

二
　
臨
時
大
会
の
開
催



　
一
八
八
二
年
（
卵
治
一
五
）
六
月
、
自
山
党
は
臨
時
会
を
闘
い
た
。
－
」
の
時
の

状
況
を
『
自
由
党
史
』
は
「
十
五
年
六
月
十
二
目
よ
り
臨
時
会
を
浅
草
井
生
村
楼

に
開
く
。
各
地
方
代
議
員
の
席
に
列
す
る
老
七
十
余
名
、
片
岡
健
吉
を
議
長
に
、

大
石
正
巳
を
副
議
長
に
、
林
包
明
、
山
際
七
司
、
内
藤
魯
一
、
土
盾
光
華
を
幹
率
に

推
撰
し
、
本
部
維
持
法
、
役
員
改
避
、
及
び
規
則
の
修
正
等
を
議
了
」
、
将
に
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
〕

理
の
慰
労
を
兼
ね
、
懇
親
会
を
開
か
ん
と
す
L
と
記
し
て
い
る
。
し
か
L
、
同
書

は
そ
の
会
議
の
様
子
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
そ
の
あ
と
も
、
同
月
二
一

日
、
二
七
日
に
京
橋
警
察
署
よ
り
「
集
会
条
例
述
反
」
で
幹
班
が
召
喚
さ
れ
た
こ

と
、
同
三
〇
日
に
政
党
団
結
の
届
出
を
し
た
こ
と
、
そ
し
て
七
月
八
目
認
可
さ
れ

た
こ
と
、
を
簡
単
に
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
規
約
が
ど
の
よ
う
に
変
っ
た
の

か
、
な
ど
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
が
ら
の
記
載
が
全
く
欠
げ
て
い
る
の
は
、
不
親

切
で
あ
る
だ
げ
で
な
く
、
不
自
然
と
さ
え
思
え
る
。

　
そ
れ
で
は
臨
時
会
は
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
開
か
れ
た
の
か
。

本
章
で
は
ま
ず
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
再
度
の
幹
箏
召
喚
と
規
約
の
改
正
に

関
し
て
は
次
章
で
記
す
こ
と
に
す
る
。

　
前
掲
末
広
の
「
自
由
党
の
臨
時
大
会
議
」
に
よ
れ
ぱ
、
本
臨
時
大
会
は
、
地
方

党
員
の
要
諦
と
地
方
の
「
元
気
の
妓
舞
」
を
図
る
本
部
方
針
と
の
一
致
に
よ
っ
て

開
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
臨
時
大
会
閉
催
に
つ
い
て
触
れ
た
最
初
の
史

料
は
、
管
見
の
限
り
、
代
議
人
の
派
遣
を
要
諦
し
た
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
今
般
我
党
衆
諸
君
ト
御
評
議
致
度
緊
要
ノ
箏
件
出
来
候
問
来
ル
六
月
十
日
ヲ

　
　
期
シ
束
京
ナ
ル
中
央
本
部
二
於
テ
我
党
ノ
臨
時
大
会
ヲ
開
設
可
致
候
二
付
一

　
　
地
方
部
ヨ
リ
ニ
名
以
上
五
名
以
下
ノ
代
談
人
ヲ
派
遣
有
之
度
候
尤
モ
地
方
部

　
　
　
　
　
自
由
党
給
党
後
の
党
組
繊
化
の
動
向

　
　
ノ
都
合
二
依
リ
委
員
一
名
ヲ
出
ス
モ
亦
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
事
故
ア
リ
テ
他
ノ

　
　
地
方
部
二
依
托
ス
ル
モ
妨
ゲ
ナ
シ
党
衆
ノ
大
会
二
於
テ
ハ
素
ヨ
リ
党
衆
一
般

　
　
二
関
ス
ル
組
織
事
業
丼
二
会
計
ノ
事
等
ヲ
議
決
実
行
ス
ル
「
ナ
レ
バ
各
地
方

　
　
党
衆
ノ
代
議
ト
シ
テ
派
遣
セ
ラ
ル
・
ノ
委
員
ハ
其
地
方
衆
望
ノ
帰
ス
ル
人
ヲ

　
　
選
擢
シ
充
分
二
決
議
実
行
ノ
権
カ
ヲ
与
へ
大
会
二
出
頭
被
致
度
求
代
議
人
タ

　
　
ル
老
大
会
二
出
京
セ
ラ
ル
・
節
ハ
共
地
方
部
党
員
名
簿
持
参
被
致
度
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
五
年
五
月
　
　
自
由
党
本
部

　
つ
ぎ
に
「
本
部
報
」
よ
り
、
臨
時
会
関
係
の
記
載
部
分
を
摘
出
し
て
み
る
と
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　
○
第
一
〇
報
（
M
1
5
・
5
・
8
）

　
　
前
報
二
御
通
知
申
候
如
ク
来
ル
六
月
十
日
ヲ
期
シ
臨
時
会
開
設
候
二
付
テ
ハ

　
　
代
議
人
タ
ル
老
其
期
日
二
遅
延
ナ
ク
御
着
京
被
下
度
是
迄
ノ
習
慣
ト
シ
テ
開

　
　
会
ノ
期
二
後
レ
出
京
ス
ル
者
往
々
有
之
為
二
会
議
上
不
都
合
ノ
事
不
寡
候
二

　
　
付
今
回
ノ
会
議
二
於
テ
ハ
右
様
ノ
事
無
之
様
可
成
的
早
ク
御
出
京
右
之
度
候

　
　
事

　
　
代
議
人
ト
ナ
リ
出
京
セ
ラ
ル
・
委
員
ハ
幾
名
ナ
ル
乎
其
委
員
ハ
誰
レ
ナ
ル
カ

　
　
御
決
定
次
第
早
遮
御
通
知
被
下
度
候
事

　
○
第
一
二
抑
榊
（
M
1
5
．
6
．
2
）

　
　
臨
時
会
二
列
席
ス
ベ
キ
地
方
之
委
員
陛
続
着
京
多
キ
ハ
一
地
方
部
ヨ
リ
六
七

　
　
名
ノ
派
出
ヲ
報
シ
来
ル
ア
リ
殊
二
盛
会
ナ
ル
ベ
シ
ト
確
信
セ
リ

　
○
第
一
一
二
蝪
川
（
M
1
5
．
6
．
2
3
）

　
　
臨
時
会
ハ
本
月
十
二
目
ヲ
以
テ
議
事
ヲ
開
キ
別
冊
議
決
録
二
記
載
セ
ル
所
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
九
三



　
　
蕪
項
ヲ
議
了
シ
且
ツ
我
党
前
途
経
画
上
ノ
事
二
付
種
々
懇
談
ヲ
遂
ゲ
頗
ル
好

　
　
結
果
ヲ
表
シ
ク
リ
今
度
ノ
会
議
二
付
各
地
ノ
有
志
老
益
奮
澄
勇
起
シ
テ
広
ク

　
　
我
党
ノ
団
結
ヲ
図
リ
我
勢
カ
ヲ
シ
テ
隆
盛
ナ
ラ
シ
ム
ル
■
二
怠
ラ
サ
ル
筈
ナ

　
　
レ
ハ
諦
君
益
御
齋
励
ア
ラ
ン
■
ヲ
乞
フ

　
以
上
の
史
料
か
ら
分
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
臨
時
会
の
開
催
通
知
は
五
月
初
め

（
少
な
く
と
も
七
日
以
前
）
に
出
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
当
初
は
六
月
一
〇
日

よ
り
開
会
の
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
し
か
し
実
際
に
開
か
れ
た
の
は
六

月
二
一
目
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
（
こ
の
こ
と
は
先
の
『
自
由
党
史
』
や
諾
新
聞
も

伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
三
島
文
書
中
の
「
自
由
党
臨
時
会
関
係
書
類
」

に
「
大
会
ハ
来
ル
十
一
目
ヨ
リ
両
国
中
村
屋
ナ
ル
ベ
シ
」
と
の
密
偵
報
告
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
）
、
第
四
に
、
臨
時
会
で
の
主
要
な
討
議
課
題
は
、

H
党
組
織
、
⇔
党
箏
業
　
嘗
会
計
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
前
述
の

「
代
議
人
派
逝
要
諦
」
を
し
め
す
史
料
の
冒
頭
に
「
今
般
我
党
衆
諾
君
ト
御
評
議

致
度
緊
要
ノ
窮
件
」
と
見
え
る
が
、
着
々
と
創
設
さ
れ
る
地
方
部
の
掌
握
と
党
財

政
確
立
の
た
め
に
も
、
組
繊
・
事
業
・
会
計
に
関
す
る
討
議
は
ま
さ
に
「
緊
要
の

要
件
」
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
具
体
的
に
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。
「
本
都
報
」
第
ニ
ニ
報
に
い
う
「
別
冊
議
決
録
」
が
不
明
な
の

で
そ
の
点
は
不
詳
で
あ
る
が
、
前
述
の
三
島
文
書
中
の
密
偵
報
告
書
の
中
に
、
「
犬

会
ノ
議
案
」
と
し
て
「
非
常
之
大
金
ヲ
募
集
ス
ル
事
、
派
出
委
員
ヲ
全
国
二
出
タ

ス
事
、
都
テ
役
員
ヲ
公
撰
ス
ル
箏
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
案
件
に
つ
い

て
は
同
史
料
の
他
の
箇
所
で
「
第
二
、
第
三
案
二
賛
成
者
多
ク
有
之
原
案
二
決
ス
」

と
見
え
討
議
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
L
か
し
こ
れ
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
四

こ
で
こ
こ
で
の
議
案
に
関
し
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
『
自
由
党
史
』
の
冒
頭

引
用
部
分
か
ら
、
⑦
本
部
維
持
法
、
④
役
員
改
選
、
◎
規
則
の
修
正
、
が
議
了
さ

れ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
は
o
の
党
組
織
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
三
島
文
書
に

即
し
て
い
え
ぱ
役
員
公
選
に
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
叙
上
の
⑦
～
◎
に
つ
い
て

は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
－
」
と
が
、
現
在
判
明
L
て
い
る
。
少
し
く
長
い

が
、
全
文
を
掲
載
し
て
お
く
。

　
　
　
　
本
部
維
持
法

　
　
第
一
条
地
方
部
ハ
党
員
一
人
二
付
一
ヶ
年
金
五
十
銭
ヲ
以
テ
目
安
ト
為
シ

　
　
　
以
テ
中
央
本
部
ヲ
維
持
ス
ル
費
用
二
供
ス
可
シ

　
　
　
　
但
一
地
方
ノ
人
員
千
人
以
上
二
上
ル
老
ハ
五
百
円
ヲ
収
ム
ル
ヲ
限
リ
ト

　
　
　
　
シ
其
地
方
部
ノ
適
宜
二
従
フ
ベ
シ

　
　
第
二
条
　
地
方
部
ノ
分
担
金
ハ
一
ヶ
年
両
度
（
三
月
十
月
）
ト
ナ
シ
其
地
方

　
　
　
部
理
之
ヲ
纏
メ
テ
本
部
二
回
送
ス
ベ
シ

　
　
第
三
条
本
部
に
徴
収
ス
ル
金
額
二
残
余
ア
ル
洋
ハ
之
ヲ
銀
行
へ
預
ケ
置
キ

　
　
　
以
テ
明
年
ノ
費
用
二
供
ス
可
シ
若
シ
歳
出
二
不
足
ヲ
生
ズ
ル
洋
ハ
一
時
操

　
　
　
リ
替
ヘ
タ
ル
上
翌
年
ノ
会
議
二
付
シ
其
償
却
法
ヲ
議
定
ス
ル
可
シ

　
　
　
役
貫
改
撰
ノ
事

　
　
○
此
度
臨
時
会
ヲ
開
ク
ニ
因
リ
十
月
ノ
本
会
ヲ
召
集
セ
ズ
因
テ
総
理
初
メ
役

　
　
員
ヲ
改
撰
ス
可
シ

　
　
　
常
議
員
ヲ
増
ス
事

　
第
一
条
公
撰
ヲ
以
テ
更
二
常
議
員
十
名
ヲ
置
ク
■

　
第
二
条
　
常
議
員
ヲ
以
テ
幹
箏
ヲ
兼
子
又
ハ
常
備
員
ヲ
兼
ヌ
ル
ヲ
得
ル
毛
ノ



　
ト
ス

第
三
条
　
常
議
員
会
ニ
ハ
綜
理
之
ガ
会
長
ト
ナ
ル

　
　
常
備
員
ヲ
各
地
方
ヨ
リ
出
ス
事

○
地
方
ノ
適
宜
二
従
ヒ
一
地
方
部
又
ハ
数
部
申
合
セ
ノ
上
常
備
員
ヲ
選
挙
ツ

　
テ
以
テ
本
部
二
出
ス
可
シ

　
　
演
説
会
ノ
砺

○
杜
会
二
非
常
ノ
蔀
件
又
ハ
我
党
ノ
主
義
ヲ
妨
害
ス
ル
カ
如
キ
事
件
出
来
ス

　
ル
洋
ハ
各
地
方
部
ハ
中
央
本
部
ノ
電
報
二
因
テ
同
時
二
大
演
説
会
ヲ
開
ク

　
■
ア
ル
ヘ
シ

　
　
党
員
印
証
ノ
事

第
一
条
　
党
員
タ
ル
モ
ノ
ハ
各
自
印
章
ヲ
携
帯
ス
可
シ
其
之
ヲ
有
セ
サ
ル
モ

　
ノ
ハ
党
員
ト
見
傲
サ
・
ル
可
シ

第
二
条
　
印
章
ハ
入
党
ノ
序
之
ヲ
部
理
ヨ
リ
附
与
ス
脱
党
ノ
節
ハ
之
ヲ
部
理

　
二
返
還
ス
可
シ

　
　
臨
時
党
員
ノ
義
務

○
緊
要
ノ
衷
件
ア
ル
ニ
際
シ
テ
ハ
全
国
党
員
ハ
総
理
ノ
通
知
二
因
テ
東
京
又

　
ハ
指
定
ス
ル
所
ノ
府
県
二
集
会
ス
可
キ
班

　
　
入
党
ノ
事

第
一
条
　
破
廉
恥
ノ
挙
動
ア
ル
老
ハ
入
党
ヲ
許
サ
ズ

第
二
条
官
吏
ト
雌
粍
主
義
ヲ
同
ク
ス
ル
者
ハ
入
党
ヲ
許
ス

　
　
遭
難
老
救
助
ノ
噂

○
党
員
ニ
シ
テ
我
ガ
主
義
ノ
為
メ
ニ
災
厄
二
罹
ル
「
ア
レ
バ
部
理
ハ
其
遭
難

　
　
　
自
由
党
結
党
後
の
党
姻
繊
化
の
動
向

　
　
　
始
末
ヲ
本
部
二
具
伸
シ
本
部
ハ
会
議
ノ
上
全
国
党
員
ヨ
リ
多
少
ノ
金
ヲ
募

　
　
　
集
シ
テ
以
テ
遭
難
者
二
贈
ル
可
シ

　
　
　
　
地
方
部
規
則

　
　
第
一
条
　
地
方
部
ノ
盟
約
書
中
主
義
目
的
ノ
綱
ハ
自
由
党
盟
約
ヲ
準
拠
ト
ス

　
　
　
可
シ

　
　
第
二
条
　
若
シ
故
ラ
ニ
条
款
ヲ
設
ク
ル
洋
ト
雄
モ
政
治
二
関
ス
ル
難
項
ヲ
掲

　
　
　
グ
ル
■
ヲ
得
ズ

　
　
　
　
九
州
其
他
同
主
義
ノ
党
ニ
シ
テ
未
ダ
同
盟
セ
ザ
ル
党
二
対
ス
ル
ノ
処
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

　
　
○
我
党
ハ
同
主
義
ノ
各
党
二
向
テ
委
員
ヲ
派
遣
シ
連
合
同
盟
ヲ
謀
ル
可
シ

　
こ
こ
に
掲
載
し
た
史
料
の
条
文
よ
り
、
④
の
役
員
改
選
と
は
総
理
の
改
選
を

は
じ
め
常
議
員
の
人
数
や
常
備
員
の
選
出
方
法
に
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
◎
の
一
部
に
も
速
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
明

す
る
。
が
、
そ
の
こ
と
は
と
も
か
く
留
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
地
方
の
組
織
化

お
よ
び
そ
う
し
た
状
況
を
基
に
し
た
党
全
体
の
組
織
の
充
実
と
党
主
体
の
確
立
が
、

こ
こ
で
は
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
立
憲
改
進
党
、
立
憲
政
党
、

九
州
改
進
党
、
立
憲
帝
政
党
な
ど
諸
党
の
生
誕
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
先
に
し
め
し
た
o
党
箏
業
と
は
機
関
紙
間
魑
や
派
出
委
員

の
決
定
、
θ
会
計
と
は
「
大
金
ノ
募
集
」
な
ど
党
財
政
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
、
思
慮
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
党
主
体
確
立
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
L
た
が
っ

て
以
上
の
議
案
を
勘
案
す
れ
ぱ
、
六
月
の
臨
時
犬
会
は
、
第
一
に
各
地
で
結
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
地
方
部
の
掌
握
、
第
二
に
党
財
政
の
確
立
、
第
三
に
、
諸
党
生
誕
と

い
う
状
況
で
の
主
体
性
・
指
導
力
の
維
持
・
確
保
、
を
主
目
的
と
L
て
開
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
五



と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
で
は
六
月
＝
一
目
よ
り
開
会
の
臨
時
大
会
に
は
、
ど

の
よ
う
な
人
が
、
何
人
ぐ
ら
い
集
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
島
通
府
文
書
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

に
は
、
「
六
月
八
目
夜
自
由
本
部
寧
静
館
会
議
人
名
」
と
し
て
、
「
福
島
県
下
総
代

人
河
野
広
中
・
村
上
健
五
・
高
橋
莱
、
岡
山
県
総
代
人
加
藤
平
四
郎
・
小
林
樟
雄
・

菊
池
九
郎
・
田
中
良
重
・
設
楽
某
、
長
崎
県
下
総
代
人
松
田
正
久
、
群
馬
県
総
代

人
山
崎
重
三
郎
・
斉
藤
壬
生
雄
・
長
坂
八
郎
・
小
勝
某
、
栃
木
県
同
断
荒
井
常
吉
・

水
野
遺
吉
　
岩
手
県
同
断
鈴
木
舎
定
右
之
外
拾
二
三
人
」
の
史
料
が
あ
り
、
ま
た

一
府
二
〇
県
五
五
名
の
名
が
記
さ
れ
た
「
自
由
党
会
議
の
為
メ
各
地
方
部
ヨ
リ
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

京
セ
シ
人
タ
ル
左
ノ
如
シ
」
と
い
う
表
魎
の
史
料
も
見
え
る
。
し
か
し
、
三
島
文

書
中
の
上
記
の
史
料
が
き
わ
め
て
乱
雑
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
樺
山
資
紀
文

書
の
中
に
は
、
は
る
か
に
多
く
の
名
が
記
さ
れ
か
つ
信
姪
性
の
高
い
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

同
臨
時
会
出
席
老
名
簿
が
あ
る
。
「
自
由
党
臨
時
会
出
席
人
名
簿
」
の
表
魎
が
付

さ
れ
た
の
が
そ
れ
で
、
本
史
料
を
も
と
に
若
干
の
整
理
を
し
て
出
席
者
の
名
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
帥
）

め
す
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

表
－
　
自
由
党
臨
時
会
出
席
人
名
簿

栃
木
県

福
島
県

山
形
県

岩
手
県

函
館
県

府
県

⑳
塩
田
奥
造
　
　
⑳
新
非
章
吾
　
　
⑳
岡
田
亮
太

＠
岡
野
知
荘
　
　
⑫
遠
牒
庄
象

⑬
山
田
青
争
腫
㊧
鷲
田
義
則

③
鈴
木
舎
定

⑳
工
藤
弥
兵
工
⑮
山
本
忠
礼

人
名
命
番
は
む
出
は
席
本
番
会
号
終
了
日
出
馬
者
）

3 2 2 1 2
人
員
合
計

二
九
六

群

馬

’
、

［
1哩

新
潟
県

福

井

」
、

円
1，

淡
城
県

千
葉
県

埼
玉
県

神
奈
川
県

静

県

⑧
岸
　
忠
夫

⑳
岡
田
三
郎

⑭
山
下
善
之

⑲
他
山
隣
吉

⑱
斎
牒
壬
生
雄

㊧
山
添
武
治
　
　
㊧
宙
樫
猟
吉
　
　
⑬
加
藤
勝
弥

㊧
山
際
七
司
　
　
（
祈
外
）
小
田
島
儀
一
郎

　
（
掃
外
）
八
木
原
繁
肚

⑳
内
田
甚
右
ユ
門

⑬
富
松
正
安

⑯
渡
辺
豊
八
郎

⑳
木
内
伊
之
助
　
⑭
熊
谷
平
三

⑫
飯
田
喜
太
郎

⑳
椛
木
惣
兵
ヱ

⑱
小
貰
帳
則

⑳
吉
原
次
郎
八

⑯
桜
井
　
　
寛

⑳
斎
藤
和
助

⑲
山
来
　
健

⑪
岡
田
順
達

⑮
山
崎
平
兵
術

⑫
山
崎
祥
一
郎

⑳
堀
越
寛
介

⑳
松
本
左
八

⑱
中
島
儀
三
郎

⑮
吉
田
暢
四
郎

（
新
外
）
岡
田
正
康

⑳
矢
部
忠
右
衛
門

⑳
平
田
嘉
吉

⑳
岡
田
健
二
郎

⑥
鎌
田
喜
三

⑳
佐
伯
十
三
郎

⑳
佐
藤
貞
幹

⑳
薄
井
盛
善

⑱
桜
井
光
奥

⑦
林
　
副
重

⑳
概
本
重
美

⑳
水
島
保
太
郎

⑳
深
沢
権
八

⑳
青
木
庄
太
郎

⑯
非
上
篤
太
郎

⑳
仰
達
　
　
時

⑫
石
坂
昌
孝

⑳
内
山
末
太
郎

⑪
池
田
越
太
郎

1115

愛
知
県

岐
阜
県

⑬
志
内
一
雄

⑳
深
浦
膿
太
郎

⑳
土
居
光
華

⑬
曽
田
愛
三
郎

⑮
井
村
輝
太
郎

⑫
鷲
野
鎗
太
郎

⑭
河
合
開
一

⑰
吉
田
道
雄

⑳
内
藤
魯
一

⑯
今
村
十
七
校

⑲
永
田
　
英

⑪
平
岩
隆
三

⑳
庄
林
一
正

⑤
早
野
拓
ホ

⑮
安
囚
節
蔵

⑱
鷲
井
三
九
郎
　
⑮
犬
場
小
哉



東 犬 高 徳 愛 島 鳥 岡 兵 滋

京 分 知 島 媛 根 取 山 庫 賀

府 県 県 県 県 県 県 県 県 県

⑳⑰① ⑳ ⑬⑨
⑲
山 ⑳ ⑭ （

新
⑰② ⑬ ⑯

鳩小中 笹 島竹 日1j 小 外
）
立中 真 薩

場野島 部 希内 田 野 原 石山 野
辰久又 魏 兵 正 鉄 岡 嘉 方 公

猫鹿五 雄 道綱 次 高 臣 鴎 岐代 郎 治
郎 正 次

潔

⑳⑰④ ⑳⑳ ⑫ ⑪ ＠ ⑯

村北大 片林 皆 藤 加 山

山［日井 岡 川 井 藤 脇

儀正悲 健包 広 平 鋭

七並太 吉卵 済 誠 四 郎
郎 郎

⑳⑫⑲ ⑳⑳ ⑳ ⑬

伊末堀 谷奥 園 竹

藤広口 重宮 山 内

善重 中健 正

久恭昇 之 勇 志

’一 一一 一1（全
l07国g合

1 6 1 2 3 1 4 2 1
計
）

　
全
国
合
計
「
一
〇
七
名
」
と
い
う
数
字
字
は
先
の
末
広
の
文
中
に
述
ぺ
ら
れ
て

い
る
「
会
二
列
ナ
リ
シ
老
ハ
地
方
部
ノ
代
議
員
九
十
余
名
ニ
シ
テ
其
ノ
地
方
ヲ
出

デ
現
二
途
上
二
在
ル
モ
ノ
モ
亦
二
十
余
名
」
と
い
う
数
と
ほ
ぼ
付
合
す
る
。
と
こ

ろ
で
、
こ
こ
で
「
番
外
は
本
会
終
了
日
出
席
者
」
と
記
し
た
の
は
原
史
料
に
「
番

外
ト
記
載
ノ
分
ハ
本
会
了
ル
ノ
日
出
席
セ
シ
部
ナ
リ
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、

で
は
「
本
会
了
ル
ノ
日
」
と
い
う
の
は
何
目
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
『
自
由
党
史
』
の
記
載
は
こ
の
点
に
関
し
て
も
全
く
暖
昧
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
六
月
二
一
目
京
橋
警
察
署
よ
り
召
喚
を
受
け
、
大
石
正
已
が
同
月
同
日
の
日
付

で
自
由
党
は
政
談
杜
で
は
な
い
旨
文
書
で
回
答
し
た
こ
と
を
記
し
た
あ
と
、
「
越

　
　
　
　
　
自
歯
党
納
党
後
の
党
組
繊
化
の
動
向

え
て
同
月
二
十
七
日
幹
事
林
包
明
再
び
警
察
署
に
召
喚
せ
ら
れ
、
間
答
す
る
所
左

の
如
し
…
…
百
方
論
陳
し
て
厳
法
の
検
束
を
脱
せ
ん
と
せ
る
も
到
底
官
政
認
定
の

意
を
翻
へ
す
能
は
ず
、
自
由
党
は
即
日
協
議
の
後
ち
、
遂
に
届
出
の
手
続
を
為
す

に
決
し
林
を
し
て
認
定
承
諾
の
旨
を
通
ぜ
し
め
、
二
十
九
目
更
に
臨
時
会
を
開
き

　
（
説
）

…
…
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
朝
野
新
聞
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
）

記
事
よ
り
復
原
し
て
み
よ
う
。
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
二
一
目
　
議
事
規
則
議
決

　
　
ニ
ニ
日
　
役
員
改
選
・
党
員
印
証
・
党
員
義
務
・
入
党
手
続
・
遭
難
老
救
助

　
　
　
　
　
　
地
方
部
規
則
・
同
主
義
の
党
に
し
て
未
だ
同
盟
せ
ざ
る
老
へ
の
処

　
　
　
　
　
　
置
な
ど
に
関
す
る
一
次
会
、
二
次
会
。
本
部
維
持
法
・
常
議
員
選

　
　
　
　
　
　
出
に
関
す
る
一
次
会

　
　
一
四
目
　
ニ
ニ
目
議
斬
案
件
に
関
し
小
会
議

　
　
一
五
目
　
各
議
案
を
議
了

　
　
一
六
日
　
懇
談
会
（
板
垣
演
説
）

　
　
一
七
日
　
各
地
議
員
総
代
二
五
名
、
党
領
袖
と
種
々
協
議

　
　
一
八
目
　
宴
会
（
於
枕
橋
八
百
松
楼
）

　
　
一
九
目
　
各
案
の
確
定
、
役
員
選
出
（
総
理
板
垣
退
助
、
諮
問
後
藤
象
二
郎
、

　
　
　
　
　
　
幹
事
鈴
木
舎
定
・
宮
部
襲
、
常
議
員
馬
場
辰
猪
・
末
広
重
恭
・
竹

　
　
　
　
　
　
内
綱
・
大
石
正
巳
・
大
井
憲
太
郎
・
林
和
一
・
北
田
正
董
）

　
以
上
の
経
過
を
考
え
れ
ぱ
、
「
本
会
了
ル
ノ
日
」
と
い
う
の
は
六
月
一
九
目
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
確
定
を
見
た
党
規
的
な
ど
は
前
掲
草
案
と
犬

差
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
会
議
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七



に
現
在
知
り
得
る
と
こ
ろ
の
史
料
を
提
示
し
、
若
干
の
コ
メ
ソ
十
を
付
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。
前
述
の
三
島
文
書
「
自
由
党
臨
時
会
関
係
書
類
」
中
の
も
の
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
同
表
題
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
異
な
っ
た

報
告
書
た
の
で
記
号
を
付
し
収
め
て
お
く
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
｝
1
〕

　
⑦
各
地
之
総
代
ト
土
佐
人
ト
ノ
不
和
ヲ
治
メ
ソ
カ
為
メ
嶋
本
中
道
ナ
ル
モ
ノ
左

　
　
ノ
説
ヲ
以
テ
セ
リ
諸
君
之
議
論
ハ
鼠
ノ
相
互
二
争
ヲ
成
シ
猫
二
裁
判
ヲ
仰
ク

　
　
カ
如
キ
■
成
サ
ザ
ル
ヲ
望
ム
ト
言
フ
説
ヲ
以
テ
一
和
ノ
■
二
尽
カ
ス
シ
カ
リ

　
　
ト
雛
ト
モ
衆
佼
リ
強
ク
シ
テ
一
和
ナ
ラ
ズ
…
・
・
…
・
…
…
是
迄
ノ
議
会
ハ
東
京

　
　
　
＾
｛
一
〕

　
　
自
由
員
又
各
県
下
代
人
几
八
十
人
出
席
ス
ル
時
ハ
土
佐
人
モ
八
拾
人
罷
出
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
｝
〕

　
　
工
共
今
回
ノ
大
会
二
右
ノ
人
員
ハ
壱
人
モ
不
差
出
ト
云
又
ア
ル
税
ニ
ハ
ニ
一

　
　
人
ツ
・
差
出
シ
大
勢
ハ
不
差
出
ザ
ル
蕪
二
相
成
候
ト
云

　
④
　
一
高
知
人
ト
惣
代
人
ノ
分
離
ハ
未
タ
分
離
二
至
ラ
ズ
然
ル
ニ
過
日
ス
ミ
ヤ
ノ
惣

　
　
代
会
議
二
而
高
知
人
ヲ
斬
殺
ス
ル
ト
決
シ
タ
ル
ヲ
板
垣
嶋
本
両
人
ノ
モ
ノ
聞

　
　
込
候
ヨ
リ
分
離
ノ
云
ミ
ヲ
治
メ
ソ
カ
為
メ
哉
右
大
会
ノ
当
目
高
知
人
余
分
ハ

　
　
壱
人
モ
不
出
候

　
一
中
国
辺
ノ
惣
代
ノ
内
速
二
分
離
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
遺
憾
二
思
量
シ
板
垣
嶋
本
両
人

　
　
ヲ
斬
殺
ス
ト
決
シ
候
モ
ノ
四
五
人
有
之
又
外
ニ
モ
斬
殺
ス
ル
ト
ノ
事
有
之
之

　
　
レ
ハ
ロ
上
二
而
上
申
ス

　
密
偵
の
報
告
書
か
ら
だ
げ
で
臨
時
会
の
状
況
を
述
ぺ
る
こ
と
は
差
し
控
え
な
げ

れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
党
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
め
ぐ
っ
て
土
佐
派
と
各
地
総
代
人
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八

間
に
、
か
な
り
の
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
『
自
由
党
史
』
に
記
載
が

な
い
の
も
、
－
」
の
あ
た
り
の
事
情
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
と
も
察
せ
ら
れ
る
。

三
　
改
正
集
会
条
例
布
告
へ
の
対
応

　
密
債
報
告
書
か
ら
推
量
す
る
と
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
六
月
二
一
目
よ

り
開
か
れ
た
自
由
党
の
臨
時
大
会
は
、
か
な
り
紛
糾
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ

し
て
同
時
に
、
結
党
時
に
軋
礫
が
あ
っ
た
こ
と
も
枕
佛
さ
せ
る
。
し
か
し
、
政
党

結
成
・
組
織
化
と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ぱ
、
そ
れ
は
不
可
避
で
あ
り
、
一
度
は
通

過
し
な
げ
れ
は
な
ら
な
い
陣
痛
期
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
問
題
は
、
内
に
抱

え
た
そ
の
よ
う
な
矛
盾
を
、
党
中
央
部
や
党
員
が
ど
の
よ
う
に
解
消
し
よ
う
と
努

め
た
か
で
あ
る
。
前
章
末
尾
に
し
め
L
た
史
料
か
ら
も
、
そ
の
模
索
の
状
況
は
あ

る
程
度
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
関
係
史
料
の
発
掘
と
分
析
を
通
し
て
、
今
後

こ
の
辺
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
も
こ
の
時
期
、
各
地
に
地

方
部
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
創
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

客
観
的
に
も
、
主
体
的
に
も
、
自
由
党
発
展
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の

事
実
は
し
め
L
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
－
」
の
こ
と
は
ま
た
臨
時
大
会
出
席
者
数
か

ら
も
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
江
村
栄
一
氏
が
作
成
し
た
八
一
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

○
月
の
結
党
大
会
席
出
者
・
同
年
同
月
の
「
自
由
党
会
員
名
寝
」
記
載
老
一
覧
表

を
も
と
に
し
、
こ
れ
に
八
二
年
六
月
の
臨
時
夫
会
出
席
者
を
つ
け
加
え
て
み
る
と

表
2
の
よ
う
に
た
る
。

　
表
で
明
ら
か
た
よ
う
に
、
結
党
大
会
参
加
者
は
二
一
六
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は



表2　結党初期の自由党員

氏　　名
M14．10自由党結成大会出席老 「M1O．10自由党会員名窪」記籔者

M156臨時犬会出席老

本多　新工藤弥兵工山本忠礼 ○ ○

北海道 O
○

脊森 服部吉之丞 ○ O
秋田 狩野元吉 O O

鈴
木
舎
定
布
施
長
成
横
浜
囲
郎
高
橋
辰
治
長
野
又
四
郎

○
○
O
O
○

○
O

○

岩手

阿部信次郎山［日静麿鷲田竣則 ○ O
山形 ○

○

宮城

大立目謙吾二宮景輔高橋博吉

O
O
○

○
O
○

福島

河
野
広
中
口
］
母
野
秀
顕
三
浦
信
六
大
田
弘
中
岡
野
知
荘
遠
藤
庄
象

O
○
○
○

○
○
○
○

○
○

栃木

田
中
正
造
山
口
信
治
溺
井
藤
七
塩
田
奥
造
岡
田
亮
太
福
囚
定
一
郎
横
堀
三
子
吉
沢
兵
左
新
井
章
吾

O
○
○
O
O
O
O
O

O
○
○
○
○
O
○
○
○
○斎

藤
壬
生
雄
宮
部
　
爽
小
勝
俊
吉
岸
　
　
忠
雄
山
下
善
之
岡
田
三
郎
亀
山
隣
吉

O
O
○

O
○

群馬
O
O
O
O
O

一
山際七司八木原繁祉赤沢常容

O
○
○

○
O
O

○
O
○

自
由
党
結
党
後
の
党
紐
繊
化
の
動
向
の

二
九
九



三
〇
〇

○
○
○
○

勤
治
吉
弥
郎

　
　
　
　
］

本
㌶
㍑

　
　
　
　
田

柿
山
窟
加
小

　潟新

松村才吉
内日堪右ヱ門

中村裁聞
商木永太郎

福井

O
○石川

○
　
○
○
○

○
O
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

介
衛
功
介
安
平
助
三
郎

灸
兵
興
之
正
球
之
平
八

－
清
　
　
　
　
伊
　
盟

　
山
田
関
松
柳
内
谷
辺

森
磯
粟
関
富
青
木
熊
渡

茨城

○
O
○
○
○
○
○

静
郎
八
助
ヱ
寛
健
則

　
太
郎
和
兵
　
義

井
賦
藤
糀
井
来
貫

桜
飯
吉
斎
高
桜
山
小

千葉

○
○

○
○
○
○
○
○
O
O
○

○
O
O
○
○

○
O
O
O
O

郎
郎
輔
介
八
達
門
衛
吉
郎
郎
康

腱
貰
蕊
黛
㌫

中
吉
保
堀
松
岡
矢
山
平
山
岡
岡

埼ヨ…

○
○
　
○

○
○
○
○
○

○
O
O
O
O
O
O
O

伊達　時
水島保太郎

成内頴一郎

佐藤貞幹
中村克昌
指田茂十郎

田村半十郎

永島庄兵衛



○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

O
O

中川良知
山本作左術門

鎌田喜三
林　副重
井上篤太郎

佐伯十三郎

榎本重美
石坂昌孝
蒲井盛善
深沢権八
内山未太郎

桜井光奥
青木庄太郎

池田越太郎

神奈川

O
○
○

○
○
○
○

卵
毅
作
作

記
弘
平
太

切
田
野
家
家

小
幡
古
古

山梨

○
O
O
O
O

志内一雄
土居光撃
古都米作
深浦藤太郎
曽田愛三郎

搬岡

O
　
　
　
　
O

○
O
O
O
○
○
O

○
○
O
O
O
O
O

○
○
O
○
○
○
○

一
郎
櫨
蔵
英
正
平
郎
雄
英
郎
三
一
枝

魯
次
政
愛
定
一
良
太
道
　
太
隆
開
七

藤
肺
鴛
川
林
谷
榊
田
田
醐
岩
合
肘

内
太
和
松
荒
庄
渋
井
吉
永
鷲
平
河
今

愛知

○
○
O
○

O
O

○
O

義
一
亦
郎
哉
蔵

徳
啓
拓
九
小
節

　
　
　
三

田
川
野
井
場
田

岩
早
早
鶯
大
安

岐阜

藤　公治

筒井弁治
山脇鋭郎

滋賀

O
O

O
O

兵座

自
歯
党
結
党
後
の
覚
紐
繊
化
の
動
向

三
〇
一



三
〇
二

大阪
和歌山

岡山

真野方郎

帝山　燕

籔内平次郎

加藤平四郎

小林樺雄
中山喜代次

竹内正志
立石　岐

広島1 守下　蕪

○
　
○
○
O

O
O

O
○

○
○

O
○

謙
蔵
潔

　
千
正

上
田
島

村
飯
岡

鳥取

O
O
O

O
○

○
O

園山　勇
小原鉄臣

藤井誠
島根

○
O

徳
高
済

隆
正
広

本
野
川

山
藤
皆

愛媛

徳島1 前田兵次

O
　
　
　
　
○
○
○
O

O
O
○
○

○
O
○
○
○
○
O

盛
稔
明
孝
表
寿
門
之
道
吉
中

　
　
　
　
　
　
衛

枝
包
三
花
喜
左
健
仰
健
重

木
島
　
田
宮
尾
平
宮
本
岡

　
　
　
　
　
　
田

植
児
林
浜
三
平
山
奥
島
片
谷

高　知

○
O
O

○
○
○
○
O

郎
鋭
信
誠
利

次
　
親
通

帥
野
花
花

吉
桑
立
立
郡

福岡

武富陽春

笹部襲雄
上田長次郎

宗像　政

長崎

○
○O

O
犬分

熊本

○
O
○

O
O
○

文
粋
三

盛
純
禎

田
都
元

柚
宇
隈

鹿見島



O
　
　
O

O
O
O
O
O
O
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
○
○
O
O
O
O
O
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
○
○
○
○
○
○

郎
恕
男
猪
明
湿
綱
巳
熊
郎
郎
郎
行
恭
一
平
道
郎
乾
郎
郎
昇
鹿
董
七
久

八
駿
辰
正
　
正
信
犬
心
＝
信
重
基
剛
玄
太
五
太
久
正
儀
善

帥
長
野
場
江
内
石
岡
軸
腎
広
橋
伯
村
醐
野
罵
口
野
田
山
藤

宮
倉
矢
馬
林
犬
竹
犬
寵
山
長
後
中
末
高
佐
西
伊
浅
中
犬
堀
小
北
村
伊

東京

○
O
O
O

一
郎
郎
郎

屯
次
三
一

系
真
文
文

塚
口
　
藤

犬
山
林
後

地域

不名

107名101名126名

自
歯
党
結
党
後
の
党
組
繊
化
の
動
向

三
〇
三



一
目
で
も
参
加
し
た
人
の
合
計
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
正
式
の
党
員

数
は
、
お
そ
ら
く
「
名
窪
」
記
載
の
一
〇
一
名
と
い
う
数
字
が
最
も
近
い
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
六
月
臨
時
大
会
は
各
地
の
総
代
が
主
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
「
当
時
磐
州
は
福
島
県
会
開
議
中
で
あ
っ
た
た
め
、
其
の
会
に
臨
ま
な
か
っ

（
肪
）

た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
有
力
党
員
で
出
席
で
き
な
い
人
も
い
た
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

を
考
え
れ
ぱ
、
「
党
員
ノ
多
キ
五
万
人
ヲ
以
テ
数
フ
ル
ニ
至
ル
」
と
い
う
記
述
に

は
疑
間
を
抱
く
と
し
て
も
、
白
中
党
は
確
実
に
党
員
数
を
増
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
－
」
の
よ
う
な
状
況
は
何
を
も
た
ら
L
た
の
か
。
結
論

か
ら
い
え
ぱ
政
府
に
お
げ
る
危
機
意
識
の
顕
著
化
で
あ
っ
て
、
六
月
三
日
の
「
集

会
条
例
改
正
」
は
、
ま
さ
に
官
憲
の
そ
う
し
た
畏
怖
心
の
表
白
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
間
題
が
考
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
は
政
府

の
政
党
認
識
で
あ
り
、
他
は
集
会
条
例
の
適
用
を
政
党
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抑
）

意
味
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
に
関
し
て
は
す
で
に
研
究
成
果
を
も
っ
て
い
る
の
で
、

あ
ら
た
め
て
触
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
要
オ
る
に
集
会
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
政
党
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
と
－
」
ろ
に
、
政
党
の
政
党
観
・
政
党
認
識
の

本
質
（
あ
る
い
は
不
明
確
さ
と
い
っ
て
も
よ
い
）
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
政
府
が
H
政
杜
（
政
党
）
の
支
部
設
置
を
禁
じ
た
こ
と
、
⇔
内
務
卿
権

限
に
よ
り
特
定
人
物
の
全
国
に
お
げ
る
遊
説
活
動
を
一
年
間
禁
止
し
得
る
こ
と
に

し
た
こ
と
、
員
学
術
演
説
会
に
も
警
官
が
臨
監
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
は
創

成
期
の
政
党
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
H
は
、

地
方
の
組
織
化
を
図
り
、
運
動
を
全
国
的
な
も
の
国
民
的
な
も
の
に
高
め
か
つ
深

め
て
行
こ
う
と
惹
図
し
た
政
党
の
活
動
を
完
全
に
抹
殺
す
る
に
等
し
い
措
置
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
四

っ
た
。
視
角
を
変
え
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
各
地
に
お
げ
る
自
由
党
地
方
部
の
結
成

は
、
そ
れ
だ
げ
官
憲
に
測
り
知
れ
な
い
恐
怖
を
与
え
た
と
い
え
る
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
確
認
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
自
由
党
は
、
結
党
直
後
集
会

条
例
違
反
に
間
わ
れ
る
と
、
盟
約
第
二
章
「
吾
党
は
善
良
な
る
立
憲
政
体
を
確
立

す
る
こ
と
に
尽
力
す
ぺ
し
」
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
適
用
か
ら
免
れ
よ

う
と
L
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
一
貫
し
て
政
治
を
講
談
論
議
す
る
政
談
杜
で
は
な

い
こ
と
を
主
張
し
た
。
考
え
て
み
れ
ぱ
、
政
党
が
政
治
を
談
す
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
の
は
奇
妙
な
論
で
あ
る
。
当
時
の
特
異
な
状
況
が
こ
こ
か
ら
も
ま
た
窺
え

よ
う
。
自
由
党
の
叙
上
の
論
理
も
、
し
か
し
前
章
引
用
史
料
の
一
文
の
こ
と
く
「
官

府
認
定
の
意
を
翻
へ
す
能
は
ず
」
、
自
由
党
は
追
加
改
正
さ
れ
た
集
会
条
例
へ
の

対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
自
由
党
史
』
に
よ
る
と
、
六
月
二
七
目
林
包

明
が
召
喚
を
受
け
る
と
即
目
協
議
を
し
て
法
令
に
服
す
る
こ
と
に
決
し
、
二
九
日

臨
時
会
を
開
会
、
翌
三
〇
目
政
党
団
結
の
届
出
を
す
ま
せ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

果
し
て
ど
の
よ
う
た
経
緯
・
状
況
で
あ
っ
た
の
か
、
つ
ぎ
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

林
包
明
警
察
署
ヨ
リ
帰
館
シ
本
日
（
六
月
二
八
日
－
注
安
在
）
二
限
リ
警
察
署

ノ
郷
重
ナ
ル
取
扱
ヲ
語
テ
日
ク
警
察
使
ノ
言
ハ
ル
・
二
過
目
大
石
正
巳
ガ
総

代
ノ
名
義
ヲ
以
テ
差
出
セ
シ
書
面
ハ
今
日
共
方
ガ
政
党
ノ
届
ヲ
ス
ル
ニ
当
テ

不
都
合
ナ
リ
之
レ
ヲ
持
出
セ
バ
犯
罪
者
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
然
レ
居
警
察
署

二
於
テ
ハ
罪
人
ヲ
搾
ヘ
ル
ヲ
好
マ
ス
故
二
前
キ
ノ
書
面
ハ
来
ル
三
十
目
届
書

ヲ
差
出
セ
ツ
上
ハ
反
故
ト
見
テ
差
返
ス
ヘ
キ
ニ
付
左
様
心
得
ヨ
ト
言
ハ
レ
タ

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

リ
実
二
按
外
二
寛
貸
ニ
テ
ア
リ
シ
云
々
隻
二
於
テ
集
会
ノ
面
々
日
ク
芙
レ
ハ



妙
ナ
リ
意
外
ナ
リ
ト
又
板
垣
日
ク
其
レ
ハ
サ
ヤ
ウ
ア
ル
ベ
キ
筈
ナ
リ
何
ト
ナ

レ
ハ
一
々
摘
発
シ
テ
罰
ス
ル
時
ハ
自
由
党
中
二
加
盟
シ
ア
ル
国
友
杜
員
モ
亦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
マ
〕

罰
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
云
々
右
二
就
テ
一
胴
間
日
延
ヲ
訪
ヘ
ト
モ
許
サ
レ
ズ
来
ル

三
十
日
迄
漸
ク
目
延
ベ
シ
呉
レ
タ
リ
依
テ
其
目
ハ
胴
書
ヲ
出
サ
・
ル
ヲ
得
ス

今
日
ヨ
リ
規
則
ノ
改
正
着
手
ス
ヘ
シ
云
々
右
二
就
テ
一
同
炎
謙
ノ
上
表
面
丈

ケ
各
地
方
部
ヲ
廃
シ
束
京
自
由
党
ノ
直
轄
ト
ナ
シ
各
地
方
へ
通
信
委
員
ト
云

フ
著
ヲ
置
キ
常
二
書
信
ヲ
取
扱
ハ
シ
メ
内
部
ハ
是
迄
ノ
逓
リ
動
カ
サ
ス
云
々

曇
二
於
テ
板
垣
又
日
ク
自
由
党
衆
ニ
シ
テ
地
方
部
ヲ
廃
シ
為
メ
ニ
素
志
ヲ
変

シ
或
ハ
屈
ス
ル
カ
如
キ
者
ハ
到
底
今
目
ノ
業
二
任
ズ
ヘ
キ
ニ
足
ラ
ズ
云
々
而

シ
テ
本
日
ハ
各
地
方
部
会
員
等
銘
≧
二
冗
報
ヲ
掛
ク
ル
者
ア
リ
書
留
メ
ニ
テ

郵
便
ヲ
出
シ
テ
地
方
部
ノ
霜
板
除
キ
党
員
ヲ
解
散
サ
セ
束
京
自
由
党
ノ
直
轄

云
々
ヲ
報
知
セ
シ
者
ア
リ
シ
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

一
、
明
廿
九
目
ハ
王
子
ノ
扇
屋
へ
集
会
シ
親
睦
ノ
宴
会
ヲ
開
ク
由

　
掲
載
史
料
は
「
自
由
党
員
集
会
条
例
二
依
リ
警
察
署
へ
喚
間
ノ
件
二
付
臨
時
会

合
ノ
景
況
」
の
表
魎
が
付
さ
れ
た
密
伐
報
告
書
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
分

る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
二
七
日
の
林
喚
問
を
受
け

て
、
翌
二
八
日
自
由
党
は
臨
時
会
を
開
い
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
日
林
は

警
察
署
を
訪
れ
、
回
答
の
一
週
問
延
期
を
要
請
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
し
か
し
三

〇
目
ま
で
の
延
期
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
第
四
に
、
そ
こ
で
自
由
党
で

は
炎
議
の
う
え
地
方
部
の
廃
止
を
決
め
た
こ
と
、
第
五
に
、
翌
二
九
目
王
子
扇
屋

で
親
睦
会
を
閉
く
よ
う
に
し
た
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。
二
九
目
の
親
陛
会
と
い
う

　
　
　
　
自
山
党
結
党
後
の
党
組
繊
化
の
動
向

の
は
多
分
に
集
会
条
例
を
意
識
し
た
も
の
で
、
内
実
は
臨
時
会
で
あ
っ
た
。
で
は

そ
の
日
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
密
偵
報
告
書
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
昨
廿
九
日
自
由
党
会
議
相
催
候
義
ハ
去
ル
廿
七
日
二
幹
事
林
包
明
義
京
橋
警

　
　
察
署
へ
呼
出
サ
レ
党
派
組
織
之
義
尋
間
有
之
種
々
答
弁
セ
シ
未
到
底
政
治
二

　
　
関
係
ス
ル
モ
ノ
ト
思
想
候
二
付
明
廿
八
日
否
哉
申
出
ベ
シ
ト
達
シ
ア
リ
依
テ

　
　
尚
又
猶
予
ヲ
願
度
会
議
ヲ
催
し
多
る
会
議
ナ
リ
　
　
昨
廿
九
日
党
派
多
人
数

　
　
二
付
王
子
村
海
老
屋
ト
舛
京
橋
日
吉
町
同
愛
館
式
ケ
所
二
集
会
ス
板
垣
ハ
党

　
　
派
一
同
二
向
テ
右
警
察
署
二
呼
出
サ
レ
タ
ル
云
々
ヲ
延
べ
此
上
警
察
署
江

　
　
前
案
如
何
心
得
ラ
レ
タ
ル
ヤ
ト
相
延
ベ
タ
リ
夫
々
論
議
ハ
区
～
ナ
レ
陪
惣
代

　
　
ノ
主
張
ス
ル
処
ハ
是
迄
度
ミ
協
議
決
シ
タ
ル
通
リ
押
シ
通
シ
本
年
ニ
モ
兵
ヲ

　
　
起
シ
候
方
ヲ
然
ト
主
張
シ
又
板
垣
之
論
ハ
兵
ヲ
起
ス
ハ
三
ヶ
年
自
後
之
見
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
守
マ
）

　
　
ヲ
主
張
ス
レ
ト
モ
論
議
一
致
セ
ス
依
テ
翌
三
十
目
午
後
四
字
頃
ぷ
又
ミ
集

　
　
　
　
　
　
　
（
約
）

　
　
会
ス
ル
「
二
決
ス

　
ー
」
こ
に
収
め
た
史
料
か
ら
、
先
に
指
摘
し
た
二
八
目
の
林
の
京
橋
警
察
署
訪
問

は
、
二
七
日
召
喚
さ
れ
た
際
、
そ
の
対
応
の
回
答
を
翌
目
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
二
九
日
の
会
議
参
加
老
は
か
な
り
の
数
に
の

ぽ
り
全
場
は
二
ヶ
所
に
分
げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
掲
載
史
料
で
見
る
限
り
き

わ
め
て
過
激
な
議
論
が
脚
わ
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
集
会
条
例
に
従
う
と

す
れ
ぱ
、
規
則
の
犬
幅
な
変
更
が
不
可
避
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
意
見
百
出
、
政

府
へ
の
対
応
お
よ
び
規
約
問
魎
な
ど
容
易
に
結
論
が
得
ら
れ
ず
、
会
議
は
回
答
期

限
き
り
ぎ
り
の
翌
三
〇
日
ま
で
も
ち
こ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
よ
う
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五



く
決
め
ら
れ
た
の
が
、
八
＝
年
七
月
一
日
、
二
目
の
『
自
由
新
聞
』
に
記
さ
れ
た

「
自
由
党
盟
約
」
お
よ
び
「
自
由
党
規
則
」
で
あ
る
。
改
正
さ
れ
た
盟
約
、
規
則

は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
全
文
掲
げ
て
お
く
。

　
　
自
由
党
盟
約

　
党
名
　
自
由
党

　
位
置
　
京
橘
区
銀
座
三
丁
目
拾
九
番
地
寧
静
館

一
、
吾
党
ハ
自
由
ヲ
拡
充
シ
権
利
ヲ
保
全
シ
幸
福
ヲ
増
進
シ
杜
会
ノ
改
良
ヲ
図

　
ル
ベ
シ

一
、
吾
党
ハ
善
良
ナ
ル
立
憲
政
体
ヲ
確
立
ス
ル
「
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
白
由
党
規
則

第
一
条
党
中
二
於
テ
総
理
一
名
常
議
員
七
名
幹
來
二
名
ヲ
撰
挙
シ
自
由
党

全
体
二
係
ル
箏
務
ヲ
管
理
セ
シ
ム
其
任
期
ハ
各
一
ヶ
年
ト
ス
（
但
幹
事
ハ
総

理
ノ
特
撰
ヲ
以
テ
任
ズ
）
　
　
条
二
条
　
最
寄
党
員
ヨ
リ
常
備
員
ヲ
撰
挙
シ

事
務
所
二
出
サ
シ
ム
　
　
第
三
条
　
総
理
ハ
通
常
会
井
二
臨
時
会
二
於
テ
決

定
セ
シ
蔀
件
ヲ
実
行
ス
　
　
第
四
条
　
常
議
員
ハ
党
中
ノ
利
害
二
関
ス
ル
重

要
ナ
ル
瑛
件
ヲ
評
議
ス
　
第
五
条
　
常
議
員
会
ニ
ハ
総
理
之
ガ
会
長
ト
ナ
ル

第
六
条
幹
事
ハ
会
計
及
ピ
党
員
ノ
出
入
文
書
ノ
往
復
所
品
ノ
監
護
等
ノ
諾

事
ヲ
分
掌
ス
　
　
第
七
条
　
幹
瑛
ハ
常
議
員
又
ハ
常
備
員
ヲ
兼
ス
ル
■
ヲ
得

ル
モ
ノ
ト
ス
　
　
第
八
条
　
常
備
委
員
ハ
事
務
所
議
事
二
参
シ
及
ピ
事
務
所

ノ
事
莱
ヲ
翼
賛
ス
　
　
第
九
条
　
几
ソ
役
員
ハ
再
三
ノ
撰
二
当
ル
ヲ
得

第
十
条
　
新
二
党
衆
タ
ラ
ソ
ト
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
自
由
党
事
務
所
二
届
出
ヅ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

シ
　
　
第
十
一
条
　
党
中
ヲ
脱
セ
シ
ト
ス
ル
者
其
理
由
ヲ
詳
記
シ
タ
ル
書
面

ヲ
以
テ
琳
務
所
二
届
出
ヅ
ベ
シ
　
　
第
十
二
条
　
会
議
ハ
毎
年
四
月
二
於
テ

之
ヲ
開
ク
　
　
第
十
三
条
　
大
会
議
二
於
テ
ハ
党
中
一
般
二
係
リ
創
起
ス
ベ

キ
班
件
施
行
ス
ベ
キ
泰
件
ヲ
議
定
ス
　
　
第
十
四
条
　
緊
要
ナ
ル
求
件
ア
ル

洋
ハ
総
理
ハ
臨
時
二
党
員
ヲ
招
集
シ
テ
以
テ
会
議
ヲ
開
ク
「
ア
ル
可
シ

第
十
五
条
　
党
員
ハ
一
ヶ
年
金
弐
拾
五
銭
ヲ
酸
シ
以
テ
自
由
党
ヲ
維
持
ス
ル

ノ
費
用
二
供
ス
　
　
第
十
六
条
　
党
員
分
担
金
ハ
一
ヶ
年
両
度
（
三
月
九

月
）
ト
ナ
シ
之
ラ
纏
メ
テ
事
務
所
二
回
送
ス
ベ
シ
　
　
第
十
七
条
　
事
務
所

二
徴
集
ス
ル
金
額
二
残
余
ア
ル
序
ハ
之
ヲ
銀
行
二
預
ケ
置
キ
以
テ
明
年
ノ
費

用
二
供
ス
ベ
シ
若
シ
不
足
ヲ
生
ズ
ル
序
ハ
一
時
操
替
タ
ル
上
翌
年
ノ
会
議
二

附
シ
其
償
却
法
ヲ
議
定
ス
ベ
シ
　
　
第
十
八
条
　
党
員
ノ
我
主
義
ノ
為
メ
ニ

災
厄
二
罹
ル
事
ア
ル
序
ハ
其
最
寄
党
員
ハ
遭
難
始
末
琳
務
所
二
具
伸
シ
事
務

所
ハ
多
少
ノ
紛
額
ヲ
遭
難
者
二
送
ル
ベ
シ
　
　
第
十
九
条
　
党
員
ハ
一
ヶ
年

金
五
銭
ヲ
救
助
金
ト
為
シ
之
ヲ
事
務
所
二
逓
送
ス
ベ
シ

　
　
総
　
理
　
板
垣
退
助

　
　
常
議
員
　
馬
場
辰
猪
　
犬
石
正
巳
　
末
広
重
恭
　
林
和
一
　
大
井
憲
太

　
　
　
　
　
郎
　
北
田
正
董
　
竹
内
綱

　
　
幹
箏
林
包
明
宮
部
襲

　
党
結
成
時
の
盟
約
お
よ
び
規
則
に
比
し
、
改
正
さ
れ
た
お
も
な
点
は
、
童
ず
盟

約
で
は
第
二
章
が
「
善
良
ナ
ル
立
憲
政
体
ヲ
確
立
ス
ル
「
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
」
と
い
う
文
面
で
復
活
し
、
第
三
章
の
「
吾
党
ば
目
本
国
に
於
て
吾
党
と
主
義



を
共
に
し
目
的
を
同
く
す
る
者
と
一
致
協
合
し
て
、
以
て
吾
党
の
目
的
を
達
す
ぺ

し
L
と
い
う
一
文
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
、
つ
ぎ
に
規
則
で
は
全
一
五
章
が
全
一
九

条
と
な
っ
た
こ
と
、
内
容
に
つ
い
て
い
え
ぱ
o
人
事
の
面
で
、
副
総
理
の
廃
止
．

幹
箏
の
縮
少
（
五
名
↓
二
名
）
・
常
議
員
の
充
実
（
芳
干
名
↓
七
名
）
な
ど
、
⇔

大
会
に
関
し
て
、
秋
（
一
〇
月
）
か
ら
春
（
四
月
）
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
嘗
会
計

の
点
で
、
党
費
（
党
員
一
ヶ
年
二
五
銭
）
な
ど
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
、
㈲
あ
ら

た
に
付
げ
加
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
と
し
て
、
主
義
に
よ
る
遭
難
老
へ
の
救
助
規
定

を
設
け
た
こ
と
、
そ
L
て
㈲
に
、
当
然
の
－
」
と
な
が
ら
地
方
都
条
項
が
削
除
さ
れ

た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
本
盟
約
・
規
則
が
認
可
さ
れ
た
の
は
七
月
八
日
で
あ
っ

た
。
あ
ら
た
な
試
練
の
中
に
、
自
由
党
（
他
の
政
党
水
同
じ
で
あ
る
が
）
は
立
た

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
の
課
題
ば
、
第
一
に
一
八
八
二
年
（
明
治
一
四
）
一
〇
月
結
党
し
た
自
由

党
の
、
そ
の
後
の
組
織
化
の
動
向
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
過
程
で

生
起
し
た
集
会
条
例
の
改
正
と
政
党
へ
の
適
用
が
、
政
党
組
繊
化
に
と
っ
て
い
か

な
る
意
味
を
有
し
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
前
老
は
、
『
自
由
党
史
』

の
記
載
が
き
わ
め
て
杜
撰
・
暖
昧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
そ
の
復
原
を
図
り
あ

わ
せ
て
な
ぜ
記
述
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
考
察
し
た
い
、
と
の
間
魎
意
識

よ
り
設
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
部
報
や
密
僚
報
告
書
な
ど
の
分
析
を
通
L
て

そ
の
実
態
を
少
し
は
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
が
、
密
償
報
告
書
そ
の
も
の
の

　
　
　
　
　
自
由
覚
結
党
後
の
党
組
織
化
の
動
向

検
討
も
必
要
で
あ
り
、
解
き
明
か
す
こ
と
の
で
き
た
か
っ
た
こ
と
が
ら
が
ま
だ
ま

だ
沢
山
あ
る
。
『
自
由
党
史
』
の
叙
述
に
関
し
て
も
、
土
佐
派
と
他
地
域
総
代
と

の
確
執
な
ど
自
南
党
史
編
纂
上
都
合
の
悪
い
束
態
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
と

た
っ
た
が
、
そ
れ
だ
げ
で
は
不
充
分
の
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
第
二
の
間
題
を
考

え
た
い
と
し
た
の
は
、
集
会
条
例
改
正
の
も
つ
前
要
性
を
従
来
説
か
れ
て
い
る
以

上
に
確
認
L
た
い
と
思
っ
た
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
認
識
は
各
地

地
方
部
の
結
成
と
い
う
諸
状
況
を
思
う
と
き
、
ま
す
ま
す
確
か
な
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
結
党
時
の
党
内
矛
盾
が
解
消
さ
れ
ず
に
よ
り
顕
著
化
し
た
一
つ
の
原
因

も
、
こ
こ
に
あ
っ
た
と
さ
え
い
え
る
。
党
の
組
織
化
に
と
っ
て
も
支
部
設
置
の
禁

止
は
折
角
芽
生
え
た
芳
芽
が
根
こ
そ
ぎ
抜
き
取
ら
れ
る
に
似
た
決
定
的
な
打
撃
と

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
L
か
し
そ
の
こ
と
は
一
面
、
主
体
性
の
確
立
を
あ
ら
た
め

て
要
諦
さ
れ
る
こ
と
に
も
た
っ
た
の
で
あ
る
。
自
由
党
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
、

つ
ぎ
の
課
題
と
し
た
い
。

　
（
追
記
）
　
本
小
論
は
大
学
院
で
の
授
菜
－
日
本
史
学
研
究
ω
「
自
由
党
論
」
ー
の
中
で
「
自
由
党
の
組

　
織
拡
大
化
と
政
府
の
弾
圧
」
と
し
て
話
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
麺
で
の
割
当
時
間

　
が
一
回
（
九
〇
分
）
で
あ
つ
た
の
で
授
業
で
の
報
告
は
き
わ
め
て
不
充
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
本
稿

　
　
で
補
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
た
だ
し
「
組
繊
拡
大
化
」
と
い
う
よ
り
も
「
組
織
化
」
と
L
た
方
が
よ

　
　
い
の
で
は
な
い
か
と
の
ち
に
考
え
た
こ
と
、
お
よ
ぴ
政
府
の
弾
圧
に
つ
い
て
は
触
れ
る
紙
幅
が
な
か

　
　
っ
た
の
で
、
木
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
表
麺
を
改
め
た
o
な
お
史
料
閲
覧
に
あ
た
つ
て
は
、
国
会
図

　
　
譜
館
惣
政
資
料
室
の
広
瀬
順
略
氏
、
福
島
県
歴
史
資
料
館
の
誉
田
宏
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
　
記
し
て
お
礼
榊
L
上
げ
た
い
。
ま
た
院
生
誌
君
か
ら
は
示
唆
に
窟
む
批
判
を
戴
い
た
o
感
謝
の
意
を

　
　
表
L
た
い
。

　
駐
（
1
）
　
遠
山
茂
樹
「
自
由
民
権
運
動
の
学
習
の
重
点
」
（
『
歴
史
地
理
教
育
』
＝
八
四
－
一
九
七
八
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
七



　
一
月
－
）
。

（
2
）
　
『
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
歴
史
』
1
6
　
学
生
社
　
一
九
七
六
年
o

（
3
）
　
「
民
権
派
中
央
政
党
の
結
成
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
八
O
－
一
九
八
一
年
一
二
月
1
）
o

（
4
）
　
内
藤
正
中
「
自
由
党
論
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
四
七
－
一
九
六
〇
年
二
月
1
）
五
〇
頁
。

（
5
）
　
た
と
え
ぱ
稲
田
正
次
「
困
会
期
成
同
盟
の
国
約
慾
法
へ
の
工
作
・
自
由
党
の
緒
成
」
（
稲
田
編

　
『
明
治
困
家
成
立
の
政
治
過
程
』
所
収
）
、
江
村
栄
一
「
自
由
党
の
結
成
と
政
休
構
想
」
（
『
史
潮
』

　
八
九
）
、
「
自
由
党
結
成
再
論
」
（
『
経
済
志
林
』
四
八
悲
四
号
）
、
後
藤
靖
『
自
巾
民
権
運
動
の
展
開

　
』
（
躯
＝
部
「
民
椛
遡
動
の
発
展
」
）
、
下
山
三
郎
「
明
治
十
七
年
に
お
け
る
自
由
党
の
動
向
と
農
民

　
騒
握
の
景
況
」
（
堀
江
英
一
・
適
山
茂
樹
編
『
自
内
民
権
期
の
研
究
』
第
三
巻
所
収
）
、
芝
原
拓
自

　
「
天
皇
制
成
立
期
に
お
け
る
国
家
威
信
と
対
外
聞
翅
」
（
中
村
政
則
他
編
『
大
系
日
本
国
家
史
』
4

　
所
収
）
、
内
藤
正
中
『
自
南
民
権
遜
動
の
研
究
』
（
第
四
章
「
国
会
開
設
運
動
の
発
展
」
）
、
長
谷
川

　
昇
「
明
治
一
七
年
の
自
由
党
」
（
明
治
史
料
研
究
連
絡
全
編
『
民
権
運
動
の
展
開
』
所
収
）
、
山
囚
昭

　
次
「
明
治
一
四
－
一
五
年
の
自
由
党
」
（
犬
塚
史
学
会
編
『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
の
研
究
』
所
収
）
、
寺

　
崎
修
「
目
由
党
の
解
党
に
つ
い
て
」
（
手
塚
豊
編
著
『
近
代
日
木
史
の
薪
研
究
』
所
収
）
た
ど
は
、

　
さ
し
あ
た
っ
て
上
げ
ら
れ
る
主
な
論
稿
で
あ
る
。

（
6
）
　
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
全
体
を
適
観
す
る
形
で
論
じ
た
も
の
に
、
大
日
方
純
夫
氏
の
論
稿
「
民
権

　
派
中
央
政
党
の
濡
動
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
八
○
）
が
あ
る
。

（
7
）
　
江
村
栄
一
氏
は
、
「
自
由
党
に
つ
い
て
は
結
成
時
の
関
係
書
類
、
大
会
、
臨
時
犬
会
ご
と
の
記

　
録
、
常
備
貝
な
ど
の
中
央
員
的
た
活
動
を
す
る
人
た
ち
の
記
録
が
、
『
自
由
党
史
』
や
散
発
的
に
見

　
つ
か
っ
て
い
る
党
報
以
外
に
わ
か
ら
な
く
て
、
史
料
的
に
犬
き
な
穴
が
あ
る
と
い
う
難
点
が
あ
り
ま

　
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
2
同
む
　
一
〇
五
頁
）
。

（
8
）
　
岩
波
文
卿
『
自
由
党
史
』
（
中
）
「
本
部
報
」
（
拙
稿
「
〈
史
料
紹
介
v
自
由
党
本
部
報
」
（
『
福
島
史

　
学
研
究
』
復
刊
第
三
二
・
三
三
合
併
号
）
な
ど
よ
り
作
成
。
な
お
拙
稿
「
〈
史
料
紹
介
〉
自
由
党
本
部

　
　
　
　
　
　
　
か
な
り
の
誤
記
・
誤
植
が
あ
っ
た
。
そ
の
部
分
を
記
」
あ
わ
せ
て
お
詫
び
し
た
い
。

5
3
’

5
2
’

4
9
■

48 頁

上 下 上 ■
下
敦

後
6
1

後
8
’

前
3 後
9
■

一
付
（
り
前
の
↓
意
前
よ
）

加
盟
セ
ソ
「
ヲ
迄
フ
■

一
名
十
ナ
ノ
レ
ヲ
L

尽
カ
中
二
付
諸
君
モ
占
旦
シ
L

罰
金
弐
百
円
1

誤

報
」
に
お
い
て
、
か
な
り
の
誤
記
●
誤
植
が
あ
つ
た
○
そ
の
部
分
を
記
L
あ
わ
せ
て
お
詫
び
し
た
い
o

加
盟
セ
ン
「
ヲ
乞
フ

一
名
ナ
ル
ヲ

尽
カ
中
二
付
諸
君
モ
宜
シ

罰
金
弐
円

正

三
〇
八

後
2
前
8
後

4
後

3
前
4
前
4
前
8
前
7

人
民
ハ
掲
ヶ
テ

巳
二

人
名
ハ
掲
ゲ
テ

已
二

謝
罪
致
候
ハ

即
千
摂

謝
罪
致
候
上
ハ

即
チ
摂

板
垣
君
君
介
抱

板
坦

板
垣
君
ヲ
介
抱

板
垣

饗
応
シ
ズ

板
胴
、
追
助

饗
応
セ
ズ

板
垣
退
介

（
9
）
　
一
〇
月
二
九
日
の
役
員
選
挙
で
は
林
包
明
、
山
際
七
司
、
内
藤
魯
一
　
犬
石
正
巳
、
林
正
明
が

　
選
ぱ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
林
正
明
が
辞
め
柏
田
盛
文
が
就
い
た
。

（
1
0
）
「
本
部
報
」
第
一
報
－
八
一
年
二
一
月
三
目
1
（
『
福
島
史
学
研
究
』
三
二
・
…
二
合
併
号

　
以
下
「
本
部
報
」
は
す
ぺ
て
同
詔
よ
り
引
用
す
る
の
で
同
書
名
は
記
さ
た
い
）
o

（
1
1
）
　
（
8
）
同
書
八
五
頁
。

（
1
2
）
　
井
出
孫
六
他
編
『
自
由
民
楕
機
密
探
偵
史
料
集
』
＝
二
書
房
　
一
九
八
一
年
　
八
六
頁
。

（
1
3
）
　
右
同
書
　
九
＝
頁
。

（
M
）
「
本
部
報
」
第
二
報
－
八
一
年
＝
一
月
九
日
1
。

（
1
5
）
　
「
本
部
報
」
第
七
報
－
八
二
年
二
月
一
一
日
I
o

（
1
6
）
（
1
7
）
　
（
8
）
同
書
八
○
～
八
一
頁
。

（
1
8
）
福
島
県
に
お
い
て
は
八
一
年
（
明
治
一
四
）
一
二
月
福
島
部
が
、
ま
た
翌
年
二
月
に
は
会
津

　
部
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
活
動
L
て
い
る
。
福
島
県
歴
史
資
料
館
保
管
の
苅
宿
俊
幸
家
文
書
に
は
、

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
臼
由
党
福
島
部
申
合
規
則
」
「
臼
血
党
福
島
部
三
泰
組
申
合
規
則
」
が
あ
る
（
な

　
お
『
福
島
県
史
』
1
1
、
圧
司
吉
之
助
著
『
日
本
政
社
政
党
発
達
史
』
に
は
「
会
津
部
申
合
規
則
」
が

　
収
め
ら
れ
て
い
る
）
。
「
自
由
党
規
則
」
に
沿
っ
た
活
動
が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
も
の
で

興
昧
深
い
。

　
　
○
自
由
党
福
島
部
申
合
規
則

　
第
一
条
　
岩
代
州
福
島
二
自
由
党
地
方
部
ヲ
設
置
シ
臼
由
党
福
島
部
ト
称
シ
部
内
ノ
党
衆
ハ
其
地
方



ノ
形
状
二
依
リ
組
合
ヲ
定
メ
自
由
党
福
島
部
何
某
郡
名
若
ク
ハ
地
名
等
紐
ト
称
ス
ヘ
シ
　
　
第
二
条

部
内
党
中
二
於
テ
部
理
（
一
名
）
党
務
委
口
（
三
名
）
ヲ
置
ク
其
征
期
ハ
各
一
ケ
年
ト
シ
遜
常
会

議
二
於
テ
之
ヲ
公
撰
ス
　
　
第
三
条
　
部
理
ハ
部
内
全
休
二
係
ル
邸
務
ヲ
綜
督
シ
通
常
会
丼
二
臨

時
会
二
於
テ
決
定
セ
シ
事
件
ヲ
執
行
ス
　
　
第
四
条
　
党
務
委
員
ハ
部
内
諸
般
ノ
郡
務
ヲ
筆
管
シ

及
部
内
ヲ
巡
回
ス
　
　
第
五
条
　
部
理
以
下
ノ
役
員
ニ
ハ
定
ム
ル
処
ノ
手
当
金
ヲ
給
ス
　
　
第
六

条
　
地
方
部
ノ
経
費
ハ
部
内
党
衆
ノ
負
担
ト
ス
　
　
第
七
条
　
各
組
二
幹
都
一
名
ヲ
置
ク
其
他
ノ

役
員
ハ
揮
テ
紐
合
ノ
便
宜
二
任
ス
　
　
第
八
条
　
凡
ソ
党
衆
ノ
加
除
出
入
ハ
組
幹
事
二
於
テ
査
察

ノ
上
之
ヲ
詐
否
ス
ペ
シ
　
　
第
九
条
　
各
組
二
於
テ
ハ
毎
月
末
党
衆
名
無
ノ
加
除
増
滅
ヲ
明
カ
ニ

シ
テ
地
方
部
に
届
山
山
ヅ
ペ
ツ
　
　
第
十
条
　
各
組
二
於
テ
ハ
其
時
々
該
地
方
ノ
景
況
ヲ
詳
悉
シ
テ

地
方
部
二
報
告
ス
ペ
シ
　
　
第
十
一
条
　
毎
年
三
月
九
月
各
紐
ヨ
リ
代
議
貝
ヲ
出
シ
テ
全
議
ヲ
開

ク
其
会
謎
二
列
ス
ル
人
員
ハ
一
組
五
名
以
下
ト
ス
　
但
会
謎
ノ
場
所
ハ
毎
会
前
回
ノ
決
議
に
依
テ

定
ル
モ
ノ
ト
ス
　
　
第
十
二
条
部
理
ハ
通
常
会
二
於
テ
前
年
度
施
行
シ
タ
ル
都
件
及
経
費
決
算

ノ
報
告
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
　
　
第
十
三
条
　
通
常
全
期
ヲ
待
チ
難
キ
急
要
ノ
事
件
ア
ル
尾
ハ
部
理
党
務

委
員
協
議
ノ
上
臨
時
会
ヲ
開
ク
■
ア
ル
ペ
シ

　
○
自
由
覚
福
鵬
部
三
森
組
合
申
合
規
則

第
一
条
　
磐
城
州
三
春
二
自
由
党
組
合
ヲ
設
置
シ
臼
血
党
福
島
部
三
春
組
合
ト
称
ス
　
　
第
二
条

　
組
内
ノ
党
衆
ハ
其
ノ
地
二
依
リ
区
醐
ヲ
定
メ
何
区
ト
称
ス
ヘ
シ
　
　
墾
二
条
組
内
党
中
二
於
テ

　
幹
事
壱
名
箏
務
係
二
名
ヲ
置
ク
其
ノ
征
期
ハ
各
一
年
ト
シ
通
常
会
議
二
於
テ
之
ヲ
撰
任
ス
　
但
ツ

　
役
員
ニ
ハ
給
料
ヲ
与
ヘ
ス
　
　
第
四
条
　
幹
郡
ハ
組
内
ノ
事
筋
ヲ
管
理
シ
通
常
会
及
ピ
臨
時
会
二

　
於
テ
決
定
セ
シ
部
件
ヲ
執
行
ス
　
　
第
五
条
　
躯
荻
係
ハ
幹
事
ヲ
補
佐
シ
組
内
諸
般
ノ
箏
務
ヲ
整

　
理
ス
　
　
第
六
条
　
侮
区
二
区
務
委
員
ヲ
置
キ
区
内
ノ
郡
赫
ヲ
整
理
セ
シ
ム
ペ
シ
　
　
第
七
条

　
薪
二
党
衆
二
入
ル
モ
ノ
ハ
区
務
委
貝
二
於
テ
査
察
シ
之
ヲ
許
否
シ
侮
月
末
党
衆
名
簿
ノ
加
除
増
減

　
ヲ
明
ニ
シ
テ
組
合
事
務
所
へ
届
出
ヅ
ベ
シ
　
　
第
八
条
　
党
衆
タ
ル
モ
ノ
ハ
一
ケ
月
金
五
銭
ヲ
出

　
シ
党
中
一
般
ノ
定
費
二
充
ツ
ベ
シ
　
但
シ
該
金
ハ
年
両
度
六
月
十
二
月
二
収
入
ス
　
　
第
九
条

　
組
合
会
議
ハ
各
区
ノ
委
員
ヲ
以
テ
成
ル
其
ノ
人
員
一
区
五
名
以
下
ト
ス
　
　
第
十
条
地
方
部
ノ

　
全
議
二
参
ス
ル
議
員
ハ
各
区
談
貝
ノ
投
票
ヲ
定
ム
　
第
十
一
条
通
常
会
ハ
ニ
月
八
月
ノ
両
期

　
ヲ
以
テ
之
ヲ
閲
ク
　
　
第
十
二
条
　
幹
事
ハ
逝
常
会
議
二
於
テ
前
年
度
施
行
シ
タ
ル
経
費
決
算
ノ

　
報
告
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
　
　
第
十
三
条
　
通
常
会
期
ヲ
待
チ
難
キ
郭
件
ア
ル
時
ハ
幹
砺
及
ピ
都
務
係
二

　
於
テ
協
議
ノ
上
臨
時
会
ヲ
閲
ク
「
ヲ
得

自
由
党
緋
党
後
の
党
組
繊
化
の
動
向

（
1
9
）
　
『
田
中
正
造
全
集
』
第
一
巻
　
四
三
八
～
四
四
〇
頁
。

（
2
0
）
　
復
刻
『
自
由
新
聞
』
第
五
巻
林
茂
氏
の
解
説
に
掲
載
。
な
お
同
解
説
で
林
氏
は
発
起
人
の
一
人

　
と
L
て
名
を
迎
ね
て
い
る
柏
田
盛
文
に
つ
い
て
「
柏
田
だ
け
は
当
時
党
の
役
職
に
は
つ
い
て
い
な
か

　
っ
た
が
－
…
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
註
（
9
）
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
時
期
柏
田
は
林
正
明
に
代

　
り
幹
事
と
な
っ
て
い
る
o

（
2
1
）
　
（
8
）
同
拙
稿
「
史
料
細
介
」
の
中
に
翻
刻
・
納
介
（
『
福
島
史
学
研
究
』
三
二
・
三
三
合
併
号

　
六
一
～
六
＝
頁
）
。

（
2
2
）
　
「
本
部
報
」
銚
九
報
－
八
二
年
四
月
五
目
1
。

（
2
3
）
　
樺
山
資
紀
文
書
「
謂
類
之
部
」
。

（
別
）
　
（
8
）
同
讐
一
九
七
頁
。

（
2
5
）
　
三
浦
雄
助
所
蔵
文
讐
、
（
8
）
同
拙
稿
「
史
料
細
介
」
の
中
に
翻
刻
・
収
録
。

（
2
6
）
　
三
島
遜
府
文
書
〈
四
九
六
〉
　
㊧
o

（
2
7
）
　
三
浦
雄
助
所
蔵
文
書
、
（
8
）
同
拙
稿
「
史
料
細
介
」
の
中
に
翻
刻
・
収
録
。

（
2
8
）
（
2
9
）
（
2
6
）
同
文
書
。

（
3
0
）
　
樺
山
資
紀
文
書
「
篶
類
之
部
」
o

（
3
1
）
　
樺
山
資
紀
文
書
「
名
簿
」
で
は
「
奥
當
健
之
」
が
福
島
県
の
と
こ
ろ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

　
こ
れ
を
高
知
県
へ
移
L
た
。
た
お
、
山
際
七
司
と
北
田
正
董
は
い
ず
れ
も
㊧
で
重
複
し
て
い
る
。

（
3
2
）
　
（
8
）
同
む
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
o

（
3
3
）
『
朝
野
新
聞
』
一
八
八
二
年
六
月
二
三
目
。

（
舶
）
　
江
村
栄
一
「
自
由
覚
結
成
再
論
」
（
『
経
済
志
林
』
四
八
雅
四
号
所
収
）
。
本
表
作
成
に
あ
た
つ

　
て
は
結
成
大
会
に
一
日
で
も
参
加
L
た
こ
と
が
あ
る
老
を
は
出
席
と
L
た
。

（
3
5
）
　
『
河
野
磐
州
伝
』
上
悲
四
五
一
頁
。

（
3
6
）
　
末
広
重
恭
「
自
由
党
ノ
臨
時
大
会
議
」
（
『
靭
野
新
聞
』
一
八
八
二
年
六
月
＝
二
日
）
。

（
3
7
）
　
政
府
の
政
党
認
識
に
つ
い
て
考
察
L
た
最
も
新
し
い
論
稿
に
大
日
方
約
夫
「
立
憲
帝
政
党
の
結

　
党
を
め
ぐ
る
基
礎
的
考
察
」
（
『
口
本
史
研
究
』
二
四
〇
1
一
九
九
八
二
年
八
月
号
1
）
が
あ
り
、
ま

　
た
集
会
条
例
の
拡
大
解
釈
の
閥
魎
に
つ
い
て
は
阿
部
恒
久
「
民
権
派
地
方
政
党
論
」
（
『
歴
史
評
論
』

　
三
八
0
1
一
九
八
一
年
二
一
月
号
）
が
あ
る
。

（
3
8
）
（
3
9
）
三
島
適
庸
文
譜
く
四
九
六
v
㊧
。

三
〇
九


